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中
院
家
旧
蔵
古
入

―
中
院
通
茂
。中
院
通
男
・野
宮
定
基
と
の
関
わ
り
を
持
つ
典
籍
を
中
心
に
―

海
野

圭
介

哺
婦
耐
餞
鴻
哺
“
激
』
〓
岬
α
い
れ
蠅
咄
吋
熱
咤
げ
帖
嬌
赫
需
融
綱
糊

れ
て
は
い
な
い
。
典
籍
の
整
理
を
伴
う
総
体
と
し
て
の
中
院
家
古
典
学

の
検
討
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
作
業
へ
の

一
階
梯
と

し
て
、
小
稿
で
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に

「中
院
文
庫
」
と
称
さ

れ
保
管
さ
れ
る
典
籍
類
に
含
ま
れ
る
古
今
伝
授
資
料
を
含
む
広
義
の

『古
今
和
歌
集
』
注
釈
に
関
わ
る
諸
資
料

（古
注
釈
書
・聞
書
・切
紙
、
等
）

を
め
ぐ
る
基
礎
的
な
事
柄
に
つ
き
報
告
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

中
院
文
庫
資
料
は
、
そ
の
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
０
重
代
の
歌
人

を
輩
出
し
た
中
院
家
伝
来
で
あ
る
点
、
０
三
代
以
上
の
長
期
に
亘
る
典

籍
類
の
相
伝
が
現
存
す
る
資
料
と
記
録
と
し
て
具
体
的
に
確
認
で
き
る

点
、
の
二
点
は
、
そ
れ
の
み
で
も
同
文
庫
資
料
の
意
義
を
充
分
に
説
明

し
得
る
事
例
で
あ
ろ
う
。
内
容
面
に
お
い
て
は
、
一
瞥
す
る
の
み
で
も

ω
室
町
末
～
江
戸
期
の
古
今
伝
授
資
料
と
し
て
御
所
伝
授
の
展
開
の
一

側
面

（伝
受
説
の
実
際
や
そ
の
影
響
等
）
を
伝
え
る
聞
書
類
を
含
む
点
、
０

御
所
伝
授
に
関
わ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
異
な
る
独
自
の
講
釈

（次

場
輌
の
作
業
に
由
来
す
る
）
と
伝
授
の
跡
が
窺
わ
れ
る
点
、
０
相
伝
に
従

は
じ
め
に

鎌
倉
以
来
の
伝
統
を
培
う
中
院
の
一
統
に
伝
来
し
た
諸
々
の
典
籍
は
、

時
代
の
変
動
に
伴
う
散
逸
や
焼
失
の
憂
き
目
を
経
な
が
ら
も
、
そ

Ｔの
一

部
は
大
正
年
間
ま
で
に
旧
中
院
伯
爵
家
か
ら
京
都
大
学
に
寄
託
さ
れ
、

後
に
、
典
籍
類
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
へ
、
文
書
類
は
京
都
大
学
総

合
博
物
館
へ
移
管
さ
れ
、
夫
々
「中
院
文
庫
」
「中
院
家
文
書
」
と
称
し

一
括
整
理
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
中
院
家
歴
代
に
伝
来
し
た
旧
蔵

書
の
総
体
か
ら
す
れ
ば
、
両
所
で
眼
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
典
籍
。文

書
類
が
そ
の
極

一
部
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
現
存
す

る
資
料
も
相
当
量
が
纏
ま
り
、
「古
今
集
』
「後
撰
集
』
『拾
遺
集
』
の
三

代
集
を
は
じ
め
、
「源
氏
物
語
」
「伊
勢
物
語
』
『百
人

一
首
』
『詠
歌
大

概
』
等
の
物
語
・歌
書
、
及
び
そ
れ
ら
に
関
わ
る
注
釈
書
・口
伝
書
・切

紙
・文
書
類
、
記
録
類
な
ど
多
種
多
様
な
典
籍
。文
書
類
を

一
括
し
て
収

蔵
し
て
い
る
。

同
資
料
は
、
一
部
が
箇
々
に
検
討
さ
れ
る
例
も
少
な
く
は
な
仁
、
殊

に
、
近
世
期
の
堂
上
公
卿
の
文
事
を
窺
う
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
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い
蔵
書
の
拡
充

（当
主
の
書
写
や
蒐
集
に
よ
る
）
が
図
ら
れ
、
諸
書
の
味

読
に
よ
る
家
説
の
彫
琢
が
認
め
ら
れ
る
点
、
等
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

無
纂

鍵

群

権

″
ｙ

種

の
著

警

の

総
体
と
し
て
の
中
院
家
古
典
学
の
記
述
に
は
、
記
録
資
料
の
読
解
に

立
脚
し
た
史
的
展
開
の
論
述
が
求
め
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
別
稿
に
譲
り
、
小
稿
で
は
第

一
稿
と
し
て
、
先
に
、
現
存
す
る
資
料

の
輪
郭
を
示
し
、
次
い
で
、
中
院
文
庫
資
料
の
書
写
・蒐
集
に
深
く
関

与
し
た
と
推
察
さ
れ
る
中
院
通
茂
、
同
通
射
、
野
官
定
基
の
動
向
と
そ

の
関
わ
り
を
持
つ
典
籍
類
を
中
心
に
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　
中
院
の
系
統

中
院
家
は
、
土
御
門
内
大
臣
と
称
さ
れ
る
源

（久
我
）
通
親

（久
安
五

年
脚
―
建
仁
二
年
皿
）
五
男

。
通
方

（文
治
五
年
Ｗ
Ｉ
暦
仁
元
年
四
、
土
御
門

大
納
言
と
号
す
）
を
始
祖
と
す
る
堂
上
公
卿
の

一
統
で
、
鎌
倉
期
以
降
明

治
に
至
る
ま
で
大
臣
家
の
一
つ
と
し
て
朝
廷
。政
府
内
で
重
き
を
な
し

て
き
た
。
そ
の
系
統
は
、
要
所
を
摘
記
す
れ
ば
下
図
の
よ
う
に
な
る
（東

京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

『中
院
家
譜
』
『尊
卑
分
脈
』
等
に
よ
る
）。

鎌
倉
か
ら
室
町
期
に
お
い
て
も
歌
壇
を
担
う
歌
人
を
輩
出
す
る
施
、

一一』轟］』“師〕輌̈纂『減嘩♯』％瑯一毎弾輸岬中『榔

（伯
爵
）

て
中
院
文
葬
に
伝
わ
る
通
村
自
筆
の

「百
人

一
首
抄
」
の
伝
存
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
第
十
六
代
。通
純
は
四
十
二
歳
の
早
世
で
あ
る
も
の
の
、

第
十
七
代
。通
茂
、
第
十
八
代
。通
射
と
そ
の
弟
・野
官
定
基
は
、
後
水

尾
院
か
ら
後
西
院
、
霊
元
院
へ
と
連
な
る
御
所
伝
授
と
も
関
わ
り
を

持
っ
て
い
る
（通
茂
・通
弱
・野
宮
定
基
に
つ
い
て
は
後
述
）。
な
お
、
後
水
尾

院
以
降
の
古
今
伝
授
の
系
統
は
、
横
井
金
男
氏

「古
今
伝
授
の
史
的
研

究
』
（臨
川
書
店
昭
５５
。
２
）
所
収
の
古
今
伝
授
系
図
よ
り
要
所
を
摘
記

し
示
せ
ば
次
掲
の
よ
う
に
な
る
。

重
代
の
歌
人
の
輩
出
と
相
侯
っ
て
、
中
院
家
伝
来
の
蔵
書
が
数
多
の

歌
書
類
を
も
含
む
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
や
、
博
覧
の

『源
氏
物

（天
正
十
六
年
団
―
承
応
二
年
邸
）

通
純
―
―
通
茂

（寛
永
八
年
卿
―
軍
水
七
年

‐７‐０

（寛
文
八
年
園
―
元
文
四
年
的
）

野
官
定
基

（寛
文
九
年
圏
―
正
徳
元
年
‐７‐‥
）

―
―
通
維
―
―
通
古
―
―
通
知
―
―
通
繁
―
―
通
富

通
方

（久
我
通
親
・男
Ｙ
Ｉ
人

１２
代
略

通
勝

（弘
治
二
年
晰
―
慶
長
十
五
年

‐６‐０
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細
川
幽
斎
―
―

妙
法
院
尭
然
親
王

照
光
院
道
晃
法
親
王

飛
鳥
井
雅
章

岩
倉
具
起

〓
巴

注
釈
書

『眠
江
入
楚
』
の
著
述
の
あ
る
通
勝
の
時
点
に
お
い
て
既

に
相
当
量
の
古
典
籍
が
蓄
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難

く
は
な
い
、
）

現
時
点
で
は
、
当
時
の
総
体
が
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ

た
の
か
を
窺
う
術
は
な
」
´

『古
今
和
歌
集
』
注
釈
に
関
わ
る
資
料
に

限
れ
ば
、
現
存
の
中
院
文
庫
資
料
は
、
更
に
時
代
の
降
っ
た
時
期
の
蔵

書
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
中
院
文
庫
所
蔵
古
今
集
注
釈
関
連
資
料

京
都
大
学
附
属
図
書
館
に

「中
院
文
庫
」
と
し
て
整
理
さ
れ
る
典
籍

類
の
う
ち
、
「古
今
集
』
注
釈
に
関
わ
る
資
料
を

一
覧
し
た
も
の
が
次

頁
の
表
で
あ
る
。
左
端
の
相
か
ら
、
現
蔵
者
の

「函
架
番
号
」
、
「典
籍

名
」
（外
題
に
よ
る
、
外
題
、
内
題
等
の
記
さ
れ
な
い
場
合
は
、
想
定
さ
れ
る
典

籍
名
を

〔　
〕
を
付
し
記
し
た
）、
典
籍
の

「内
容
」
（検
討
の
及
ば
な
い
典

籍
に
は

「未
詳
」
と
付
し
た
）、
「員
数
」
「装
丁

・
法
量
」
の
順
に
示
し
、

「書
写
者
」
に
は
奥
書

・識
語
に
記
さ
れ
る
署
名
を
記
し
、
筆
跡
か
ら
大

凡
判
断
で
き
る
例

（殆
ど
が
通
茂
・
通
男
の
手
跡
と
想
定
さ
れ
る
例
）
に
は

〔　
〕
を
付
し
て
記
し
た
。
「書
写
年
代
」
は
識
語
に
明
記
さ
れ
る
年
記

に
限
り
記
し
、
推
定
さ
れ
る
年
代
に
つ
い
て
は

〔　
〕
を
付
し
た
。

蔵
書
は
、
ス
顕
昭
〕
古
今
集
注
』
『顕
注
密
勘
』
『僻
案
抄
』
Д
古
今

灌
頂
ピ
〓
北
畠
親
房
〕
古
今
集
注
〓
古
今
和
歌
集
序
聞
書

Ｔ
二
流
抄
〓

な
ど
の
鎌
倉
か
ら
室
町
期
に
著
さ
れ
た
「古
注
」
と
称
さ
れ
る
諸
書
や
、

室
町
期
以
降
成
立
の
「旧
注
」
と
称
さ
れ
る

『古
今
集
童
蒙
抄
』
『古
今

集
愚
見
抄
』
、
「両
度
聞
書
』
（東
常
縁
講
宗
祇
録
）、
「古
聞
』
（宗
祇
講
肖
柏

録
）、
コ
ホ
碩
聞
書
』
（宗
祇
講
宗
碩
録
）、
「古
今
抄

（切
紙
迪

と
い
っ
た
宗

祇
の
関
与
す
る
聞
書
・切
紙
類
、
ま
た
、
三
条
西
実
枝
か
ら
細
川
幽
斎

を
経
由
し
御
所
伝
授
へ
と
享
受
さ
れ
る

「伝
心
抄
」
や
江
戸
期
の
堂
上

伝
授
の
間
書
類
に
至
る
ま
で
種
々
多
様
な
典
籍
で
構
成
さ
れ
て
い
る

（但
し
、
通
勝
・通
村
と
い
っ
た
室
町
末
～
江
戸
初
期
頃
の
中
院
家
歴
代
の

「古

今
集
」
に
関
わ
る
開
書
や
著
述
と
思
わ
れ
る
も
の
は
現
時
点
で
は
見
出
す
こ
と

が
で
き
て
い
な
」
で

全
て
の
典
籍
が
同
時
に
蒐
集
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
夫
々
の
典
籍
の
書
写
年
代
も
区
々
で
あ
る
。
箇
々
の
細
部
に

亘
る
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
、
奥
書
・識
語
や
諸
記
録
に
記
載
の
残

る
典
籍
類
の
検
討
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
と
し
た
い
。



函架番号 興籍名 (外題 ) 内容 員数 装丁・ 法量 書写者 書写年代
中院Ⅵ24 〔顕注密勘〕 『顕注密勘』 2冊 袋綴 (23.2X18.l clll)

中院Ⅵ25 顕註密勘 『顕注密勘』 3冊 袋綴 (27.0× 21.2 cm)

中院Ⅵ26 古今聞書 『 〔寛文四年後水尾院講通茂聞書〕』
(当座本)

4冊 袋綴 (14.0× 20.5 cm) 〔中院通茂〕 〔寛文4(1664)〕

中院Ⅵ27 古今聞書 『両度聞書』(版本系)*1 3冊 袋綴 (23.7× 18.8 cm)

中院Ⅵ28 古今聞書少々 ※未詳注釈書 111 黎ヨ1鍛 (28.8× 20.4 cm)

中院V″9 古今血脈 『古今血脈』 1冊 袋綴 (28.8× 20.4 cm)

中院Ⅵ30 古今十巻抄 『 〔顕昭〕古今集注』 1冊 袋綴 (18.2× 25.O clll)

甲 院 Ⅵ 31 古今集渭注 ※未詳注釈書 1冊 袋綴 (27.9× 20.4 cm)

中院Ⅵ32 古今内聞書 『 古今内聞書』 1冊 袋綴 (23.5× 18.l cm)

中院Ⅵ33 〔古今和歌集聞書〕 『 〔宝永二年中院通茂講通男聞書〕』
(中書本)

8冊 袋綴 (14.6× 19。 9 cm) 〔中院通病〕

〔古今和歌集聞書〕 ※未詳聞書 30冊 袋綴 (19.0× 12.5 clll)

〔古今和歌集聞書〕 ※未詳聞書 1冊 袋綴 (21.2× 14.2 clll)

中院VB5 〔古今和歌集聞書〕 『 〔正徳四年霊元院講通病聞書〕』
(当座本)

6冊 袋綴 (20.3× 14.8 cm) 〔中院通窮〕

中院Ⅵ36 〔古今集講談座割〕 正徳四年古今集講談の座割 l lll 袋綴 (14.8× 21.O cm) 〔中院通弟〕
中院Ⅵ37 〔古今集講談座割〕 寛文五年百人一首講談の座割等 1冊 袋綴 (15.2× 22.O clll) 〔中院通嬌〕
中院Ⅵ38 〔古今集最初聞書〕 『 〔宝永二年中院通茂講通翡聞書〕』

(草稿本)

2冊 ※閲覧停止 〔中院通蒻〕 宝永2(1705)

中院VB9 古今作者 目録 『古今集作者目録』 1冊 袋綴 (28.8× 20.5 cm)

1■ 賜たヽ140 〔古今和歌集注下書〕 ※未詳注釈書 (中院Ⅵ51と同類) 1冊 袋綴 (31.2× 22.O cm) 〔中院通茂〕

中院Ⅵ41 〔古今和歌集序注〕 中院Ⅵ72の「私」説に類似する序注 1冊 袋綴 (13.9× 21.O cm) *2

中院Ⅵ42 古今集序注 伝宗長筆古今序注の転写 *3 1冊 寡き糸歿(27.9× 20.4 clll)

中院Ⅵ43 〔古今和歌集注〕 伝中院通茂筆注(諸注集成) 10冊 袋綴 (15.4× 17.2 clll) 〔中院通茂〕

中院Ⅵ44 古今集為明抄 『古今集為明抄』 l lll 袋綴 (16.0× 18.2 clll) 野宮定基 宝永3(1706)

京都大学附属図書館蔵中院文庫本『古今和歌集』注釈関連資料とその概要

１

０

１



中院Ⅵ45 〔古今和歌集注〕 『〔北畠親房〕古今集注』 l lll 袋綴 25.9× 20.l clll) 中院通茂 貞亨3(1686)

中院Ⅵ46 〔古今和歌集注下書〕 反古の集積カ 1(] 紙片を包んだもの

中院Ⅵ47 古今集童蒙抄 『〔―条兼良〕古今集童豪抄』 1冊 all巾占当吏(24.9× 18.8 cm)

中院Ⅵ49 古今序抄 為家 『為家古今序抄』 1冊 袋綴 (26.9× 20.2 cDl) 中 際 l雨薔 寛文 13(1673)

中院Ⅵ50 古今序抄 『三流抄』の影響を受けた序注 *4 1冊 列帖装 (24.6× 17.8 cm)

中院Ⅵ 51 古今序註下書 ※未詳注釈書 (中院Ⅵ40と同類 ) 1冊 袋綴 (29.5× 21.5 cm)

中院Ⅵ52 古今序注 『古今和歌集序聞書〔三流抄〕』 111 列帖装 (24.6× 17.7 cm)

中院Ⅵ53 古今序注 聞書秘 『両度聞書〔尚道聞書〕』の序注部 111 薔綴 23.9× 18.2 cm)

中院Ⅵ54 古今抄 『古今血脈抄』 *5 5冊 ヨ綴 27.5× 19.6 cm)

中院Ⅵ55 古今抄 宗祇 『両度聞書〔尚道聞書〕』 3冊 ヨlyx 27.0× 20.2 cm)

中院Ⅵ56 古今抄 『 〔三条西家本聞書集成〕』 111 ヨ綴 27.3× 20.O cm)

古今抄 寛文 寛文四年の講談に関わる注 4冊 袋 綴 26.8× 19.8 cm)

中院Ⅵ57 古今相伝神秘 『 〔古今灌頂〕』の類 *6 1冊 列中占装 (24.6× 17.8 cm)

中院Ⅵ58 古今集相伝抄神秘密勘〕『〔古今灌頂〕』の類 1冊 袋綴 (27.7× 21.2 cm)

中院Ⅵ59 古今伝受日記 中院通茂の伝授記録 1冊 ※閲覧停止 中院通茂 寛文4(1664)～

中院Ⅵ60 古今秘抄 後成恩寺殿
御撰也

『〔一条兼良〕古今集愚見抄』 1冊 袋綴 (17.5× 24.5 clll)

中院Ⅵ61 古今秘注抄 『古今秘注抄』 11冊 ※閲覧停止

中院Ⅵ62 古今秘注抄目録 『古今秘注抄』付載の目録部 1冊 列帖装 (24.3× 16.l clll)

中院Ⅵ63 古今秘密抄 『〔古今灌頂〕』『袖中抄』等を合冊 1冊 袋綴 4.0× 21.2 cm)

中院Ⅵ64 古今和歌集 『古今集』(貞応二年本) 1冊 夕1中占装 (25.5× 16.3 cm)

中院Ⅵ65 古今和歌集 『 古今集』(貞応二年本) 1冊 タリ中占装 (26.1× 17.6 cm)

中院Ⅵ66 〔古今和歌集聞書〕 『両度聞書』(尚通本系) 3冊 袋綴 (20.0× 21.3 cm) 中院通茂 貞享2(1685)

中院Ⅵ67 〔古今和歌集聞書〕 『 〔宝永二年中院通茂講通窮聞書〕』
(清書本)

5冊 袋綴 (14.0× 20.O cm) 〔中院通射〕 宝永4(1707)～

中院Ⅵ68 古今和歌集聞書 『 〔寛文四年後水尾院講通茂聞書〕』
(中書本)

111 ※閲覧停止 中院通茂 延宝元 (1673)

以前

中院Ⅵ69 古聞 『古聞〔肖柏聞書〕』 3冊 袋綴 (28.5× 19.2 cm)

中院Ⅵ70 〔古今和歌集序注〕 伝 中院通茂筆序注 (諸注集成 ) 111 袋綴 (15.7× 17.5 cm) 〔中院通茂〕

―
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―



中院Ⅵ71 〔古今和歌集注〕 ※未詳注釈書 (宗祇流の注力)*6 3冊 袋綴 (27.7× 21.7 cm)

中院Ⅵ72 〔古今和歌集注〕 伝中院通茂筆注(諸注集成) 8冊 1級鷺(28.0× 20.5 cln) 〔中院通茂〕
中院Ⅵ73 詰 訓 『 古今栄雅抄』 111 ヨ移風(28.2× 20.3 cm)

中院Ⅵ74 鈷訓抄 『 〔宗碩聞書〕』 *7 2冊 ヨ1晨 (27.4× 19.6 cm)

中院Ⅵ101 為明抄 『古今集為明抄』 7冊 ※閲覧停止
中院Ⅵ108 伝心集 『伝心集』 111 袋綴 (16.0× 18.O cm) 野官定基 宝永 2(1705)
1コ 移壱ヽ1109 伝心集 『伝心集』 111 袋綴 (25.3× 19,7 cln)

中院Ⅵ l 伝心集 『古今抄(切紙)』 1冊 ※閲覧停止
中院Ⅵl 1 伝心抄 伝心抄』 4冊 ※閲覧停止

中院Ⅵl 伝心抄抜書 伝心抄』の抜書 1冊 夕1中占当姜(26.2× 18.5 cm) 中院通茂 元禄13(1700)
中院Ⅵl 〔内外秘歌抜書〕 内外口伝和歌』 1巻 巻子 (28.2× 51.O clll× 3)

中院Ⅵ135 秘歌註 『古今抄(切紙)』 (中院Ⅵl10の転写) 11■ 袋綴 (16.0× 18.O clll) 野官定基 宝永2(1705)

中院Ⅵ153 〔僻案抄〕 『僻案抄』 1冊 列中占装 (16.8× 16.4 cm)

呵コ聰宅ヽ1154 僻案抄 『僻案抄』 1‖仕 袋綴 (27.3× 21.5 clll)

呵コ聰尾ヽ1164 〔明疑抄〕 『明疑抄 1冊 夕1中占装 (23.7× 16.6 cm) 中院通茂 76布113(1700
甲 院 Ⅵ 180 古今和歌集 『古今集』(貞応二年本) 1冊 列帖装 (12.3× 8.6c■ ) 中院通純 寛永 15(1638

―
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―

※掲出した典籍名のうち、〔〕を付した箇所については任意に判断した場合があり、京都大学附属図書館の登録名とは必ずしも一致しない。
※表中に記した[*]は以下の通り。
*1版本系。尚通聞書の別は、石神秀美氏「原本『両度聞書』から板本『両度聞書』へ」(三田国文2昭 59。 3)による。
*2筆跡からは中院通茂または通射筆と推定される。
*3『曼殊院古今伝授資料 第六巻』(汲古書院 平 4。 2)所収の解題 (浅見緑氏)に一部触れるところがある。
*4片桐洋一氏『中世古今集注釈書解題 二』(赤尾照文堂 昭 48・ 4)参照。
*5片桐洋一氏『中世古今集注釈書解題 二』(赤尾照文堂 昭 56・ 8)に解題され、「古今血脈抄」の名称で整理されるため、それに倣つた。
*6石神秀美氏「古今灌頂解題稿」(斯道文庫論集 28平 5。 12)に類別される第四類。次掲の中院Ⅵ58も同類。
*7武井和人氏『中世和歌の文献学的研究』(笠間書院 平元。7)の 297頁に指摘がある。
*8平沢五郎・りll上新一郎。石神秀美氏「慶応義塾大学図書館蔵宗碩自筆「古今和歌集聞書」」(斯道文庫論集 21昭 60。 3)と同系統本。



〓
一　
中
院
通
茂
相
伝
の
典
籍
類
と
古
今
伝
授
聞
書

中
院
家
歴
代
の
相
伝
に
伴
い
、
そ
の
蔵
書
は
、
克
集
・転
写
さ
れ
た

新
た
な
典
籍
を
加
え
つ
つ
順
次
拡
充
さ
れ
て
い
つ
た
で
あ
ろ
う
が
、
早

い
時
期
の
蔵
書
目
録
や
蒐
集
を
め
ぐ
る
記
録
類
は
現
時
点
で
は
見
出
せ

ず
、
現
存
す
る
中
院
文
庫
資
料
の
形
成
の
跡
を
辿
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
」
∝

確
認
で
き
た
最
も
早
い
段
階
の
伝
来
に
関
わ
る
記
録
は
、
第
十

七
代
・通
茂
周
辺
の
資
料
で
あ
り
、
通
茂
自
身
、
典
籍
の
蒐
集
と
書
写

と
に
よ
く
勤
め
、
現
存
す
る
中
院
文
庫
資
料
の
形
成
に
深
く
関
与
し
て

い
る
。

＊

中
院
通
茂
は
、
第
十
六
代
・通
純
の
子
と
し
て
寛
永
八
年

（幽
）
に
生

ま
れ
る
。
母
は
権
大
納
言
高
倉
永
慶
（天
正
十
九
年
‐５９‐
―
寛
文
四
年
り

の

娘
。
慶
安
元
年
（園
）
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
、
承
応
二
年
（‐６５３
）
父
。通

純
の
没
と
共
に
家
督
を
相
続
す
る
。
以
降
、
明
暦
元
年

（闘
）
正
月
に

参
議
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
六
月
に
は
従
三
位
、
同
三
年

（耐
）
権
中
納

言
、
万
治
二
年

（
Ψ

正
三
位
、
同
三
年
権
大
納
言
、
寛
文
八
年

（り

従
二
位
、
延
宝
元
年

（団
）
正
三
位
を
経
て
、
宝
永
元
年

（剛
）
内
大
臣
、

同
二
年

（妙

従

一
位
に
至
る
。
ま
た
、
寛
文
十
年

（り

に
権
大
納
言

を
辞
し
た
後
は
、
延
宝
三
年

（邸
）
二
月
ま
で
武
家
伝
奏
を
勤
め
て
い

る
。
宝
永
七
年

（‐７‐０
）
売
、
八
十
才
、
号
、
渓
雲
院
。

歌
人
と
し
て
も
高
名
で
あ
り
、
後
水
尾
院
、
後
西
院
、
霊
元
院
の
三

代
に
亘
り
そ
の
歌
壇
と
交
渉
を
持
ち
、
記
録
に
留
め
ら
れ
る
だ
け
で
も

次
掲
の
如
く
の
数
種
の
古
典
講
釈
を
受
け
、
ま
た
自
身
も
行

っ
て
い

Ｚ
″
。
　
　
（‐Ｓ）

明
暦

二
年

（
邸
）
八
月
～
九
月

（通
茂
２６
才
）

後
水
尾
院
講
の

『伊
勢
物
語
』
講
釈
を
聴
聞
。

万
治
二
年

（口
）
五
月

一
日

（通
茂
２９
才
）
～
寛
文
二
年

（離
）
四
月

七
日

（同
３２
才
）

「万
治
御
点
」
の
後
水
尾
院
添
削
に
出
席
。

寛
文
元
年

（面
）
五
月

（通
茂
３‐
才
）

後
水
尾
院
講
の

「百
人

一
首
』
講
釈
を
聴
聞
。

寛
文
四
年

（膠
）
五
月

（通
茂
３４
才
）

後
西
院
、
日
野
弘
資
、
烏
丸
資
慶
等
と
共
に
後
水
尾
院
よ
る
「古

今
集
」
講
釈
を
聴
聞
し
古
今
伝
授

（「古
今
和
歌
集
聞
書
し
。

元
禄
十
五
年

（Ｗ

九
月
～
十
月

（通
茂
７２
オ
）

霊
元
院
講
の

「百
人

一
首
』
講
釈
を
聴
聞

（陽
明
文
庫
蔵

「百
人

一
首
御
講
釈
聞
書
じ
。

元
禄
十
五
年

（鵬
）
十

一
月
～
十
二
月

（通
茂
７２
才
）

仙
洞
に
お
い
て

「未
来
記
』
『雨
中
吟
』
を
講
釈

η
未
来
記
雨
中

吟
聞
書
じ
。

宝
永
元
年

（剛
）
七
月

（通
茂
７４
才
）
～
同
二
年

（剛
）
五
月

（同
７５
才
）

長
男
・中
院
通
用
と
二
男
・野
官
定
基
に
『古
今
集
」
を
講
釈
し
、

伝
授

（後
述
）。

宝
永
三
年

（価
）
十

一
月

（通
茂
７６
才
）
～

「詠
歌
大
概
』
を
講
釈

（『詠
歌
大
概
聞
書
し
。



万
治
二
年

（口
）
以
降
三
年
に
亘
り
行
わ
れ
た

「万
治
御
点
」
の
詠

草
の
添
削
指
義
ど
前
後
並
行
し
て
、
明
暦
二
年

（断
）
八
月
～
九
月
の

後
水
尾
院
に
よ
る

「伊
勢
物
語
』
講
釈
の
聴
間
を
は
じ
め
に
、
寛
文
元

年

（ｍ
）
に
は

『百
人

一
首
』
の
講
釈
を
受
け
、
寛
文
四
年

（“
）
に
は

後
西
院
、
日
野
弘
資
、
鳥
丸
資
慶
と
共
に
後
水
尾
院
よ
り
古
今
伝
授
を

受
け
て
い
る
。
中
院
文
庫
に
は
、
古
今
伝
授
の
際
の
日
次
記
録
と
座
割

が
伝
存
し
て
お
り
、
中
に
通
茂
相
伝
の
古
今
伝
授
箱
に
関
わ
る
記
載
が

あ
る
。
同
記
録
に
よ
り
、
通
茂
に
伝
え
ら
れ
た
典
籍
の
一
端
を
窺
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
現
時
点
で
確
認

で
き
た
中
院
文
庫
資
料
の
最
も
早
い
時
期
の
伝
来
記
録
と
な
る
。
通
茂

に
よ
る
日
次
記
録
と
は
次
掲
の

「古
今
伝
受
日
記
」
（中
院
・Ⅵ
・５９
）
で

あ
る
。

田

『古
今
伝
受
日
記
」
（中
院
・Ⅵ
・５９
）

〔江
戸
前
期
〕
中
院
通
茂
筆
　
一
冊

現
時
点
で
は
破
損
の
た
め
閲
覧
停
止
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
記
す
。同
館
の
蔵
書
カ
ー
』
ば
「大
本
」

と
あ
る
。
袋
綴
。
外
題
、
表
紙
中
央
打
付
書

「古
今
伝
受
日
記
／
切
紙

之
上
之
事
等
載
／
寛
文
四
年
正
月
十

一
日
」
、
表
紙
右
端

「大
納
言
正

買
一
一文
字
程
度
破
損
と

水
原

〔花
押
〕
枡
四
」
ヽ
内
題
、
無
し
。
墨
付
３‐

丁
。
毎
半
葉
１３
行
前
後
で
不
定
。
奥
書
類
、
無
し
。
印
記
、
巻
首

コ
示

都
／
帝
國
／
大
學
／
国
書
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）、
大
正
１２
年
の
京
都
大

学
登
記
印
。
用
字
、
漢
字
・平
仮
名
。

「古
今
伝
受
日
記
」
（中
院
・Ⅵ
・２

は
、
寛
文
四
年

（り

の
後
水
尾

院
講
・通
茂
受
の
古
今
伝
授
に
関
わ
る
記
録
で
あ
り
、
東
山
御
文
庫
蔵

『古
今
伝
授
御
日
記
」
（後
西
院
著
録
と
推
定
さ
れ
る
）、
同
蔵

『古
今
集
講

義
陪
聴
御
日
記
責
道
晃
法
親
王
著
録
と
推
定
さ
れ
る
）と
共
に
当
時
の
具
体

相
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
争

伝
授
に
先
立
つ
同
年
二
月
十
二
日

の
条
に
は
、
相
伝
の
古
今
伝
授
箱
を
進
上
せ
よ
と
の
後
水
尾
院
の
所
望

に
よ
り
筐
中
を
あ
ら
た
め
た
旨
の
記
事
が
あ
％
ヾ
続
け
て
、
伝
授
箱
に

収
め
ら
れ
て
い
た
通
茂
相
伝
の
典
籍
類
が
次
の
よ
う
に
列
記
さ
れ
て
い

る

（行
間
へ
の
細
字
書
入
は
省
略
し
た
）。

十

一
日
。
箱
中

一
々
見
了
。
玄
旨
抄
博
心
抄
歎
ｏ
也
足
御
聞
書
清
書
之

書
／
廿
エハ冊
ｏ
切
紙
十
四
通
ｏ
等
之
外
物
共
取
出
之
。
□
訓
□
。
三
条

西

宍
二
文
字
程
度
破
損
こ
□
□
切
紙

一
部
披
見
了
幽
斎
ノ
切
紙
也
。
此

分
有
法
皇
ｏ
〔切
紙
〕
宍
ノ
ド
部
分
一
行
程
度
破
損
こ
碩
抄
五
冊
ｏ
和
可

秘
博
抄
。
聖
碩
抄
不
覚
抄
物
也
ｏ
不
進
上
可
然
欺
。
序
澤

［
含
一文
字

程
度
破
損
こ

物
ニ
ア
ラ
ス

［
公
一文
字
程
度
破
損
こ

和
寄
秘
偉
抄
。

此
東
ノ
家
流
義
之
本
也
。
此
不
可
有
於
法
皇
。
不
可
進
上
封
之
物

不
披
見
也
。
此
又
不
可
進
上
之
由
也
。
為
家
状
之
写
ア
リ
被
指
事
博

受
之
事
不
知
其
故
之
間
不
可
披
見
。
…
…

〈
中
略
Ｙ
…
‥

切
紙
十
八
通
。
六
通
。
状
玄
］日伝
受
ｏ
誓
状
下
書

一
通
。
三
光
院

偉
受
之
時
連
耳
下
書

一
通
。
也
足
御
状

一
通
於
内
府
□
状
也
ｏ
日
時

勘
文

一
通
。
二
枚
。
已
上

一
結
。
誓
状
下
書

一
通
。
日
時
勘
文

一
通
。
後
撰
□
□
□

一
巻
。
和
毒
會
席

一
巻
。
御
聞
書

六
枚

一

結
。
未
来
記
抄

切
々
。
僻
案
抄

一
冊
。
御
抄
僻
案
也

一
冊
。
玄
旨

抄

四
冊
。
古
今
毒
紺
表
紙

一
冊
。
古
今
和
毒
集
序

一
冊
標
表
紙
ｏ
新



勅
撰
之
時
定
家
記

一
冊
。
古
今
序
繹

一
冊
。
和
苛
會
席

［含
一文

字
程
度
破
損
こ
　
一
冊
。
□
□

一
冊
。
顕
注
密
勘

一
一冊
。
［
（ノ
ド
部

分
半
行
程
度
破
損
こ
。
序

一
一
三
二
四

五
六
七
賀

別
旅

［（二
文

字
程
度
破
損
こ
　
恋

一
［
２
文
字
程
度
破
損
こ

雑
上

同

［
２
文
字

程
度
破
損
こ

十
九

廿
恋
五
哀

滅
寄
。
夏
秋
上
秋
下
冬

恋

一
物

哀

雑
下
恋
二
三

四
五
反
古
二
結

色
紙
三
枚

智
仁
状
免
許
之

事
ｏ
右
分
入
箱
了

同
日
記
に
よ
れ
ば
、
通
茂
の
許
に
相
伝
さ
れ
た
伝
授
箱
に
は
、
「顕

注
密
勘
」
「僻
案
抄
』
『玄
旨
抄

（伝
心
抄
こ

『也
足
御
聞
書
』
な
ど
の
数

種
の
注
釈
書
や
、
切
紙
二
十
四
通
、
切
紙
十
八
通
、
玄
旨
伝
受
状
、
誓

状
下
書
な
ど
の
彩
し
い
切
紙
、
誓
状
案
等
が
収
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い

（但
し
、
「古
今
伝
受
日
記
』
自
体
ノ
ド
部
分
の
破
損
が
甚
だ
し
く
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
で
は
判
読
不
能
な
注
記
も
多
い
）。
「也
足
御
聞
書
」
の
記
載
か
ら

は
、
通
茂
の
曾
祖
父
で
あ
る
第
十
四
代
。通
勝
以
来
の
相
伝
の
典
籍
を

含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

（但
し
「也
足
御
聞
書
』
は
現
存
の
確

認
が
で
き
て
い
な
じ
。
ま
た
、
「古
今
秘
伝
抄
」
等
の
普
通
名
詞
的
な
呼

称
に
よ
り
現
存
本
と
の
照
合
不
能
の
例
も
あ
る
も
の
の
、
「玄
旨
抄

四
冊
」
は
、
「伝
心
抄
』
（中
院
・Ⅵ
・‐１‐
）
四
冊
、
「僻
案
抄
　
一
冊
」
は
、

『僻
案
抄
』
（中
院
・Ⅵ
・Ы
）
一
冊
、
「聖
碩
抄
」
は
、
「古
今
序
注
聞
書
秘
』

（中
院
・Ⅵ
・５３
）
一
冊
、
等
が
該
当
す
る
か
と
推
察
さ
れ
、
通
勝
段
階
に

お
け
る
蔵
書
の
一
部
は
現
存
の
中
院
文
庫
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る

（「中
院
文
書
」
と
し
て
伝
来
す
る
誓
状
類
の
一
部
も
同
様
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
）。

相
伝
の
典
籍
類
を
あ
ら
た
め
た
通
茂
は
、
そ
の
逐

一
に
つ
き
進
上
す

べ
き
か
否
か
を
検
討
し
た
後
、
後
水
尾
院
の
求
め
に
応
じ
伝
授
箱
を
進

上
し
、
同
年
五
月
十
二
日
よ
り
仙
洞
御
書
院
に
お
い
て
、
院
に
よ
る
「古

今
集
』
講
釈
が
開
始
さ
れ
る
。
聴
聞
者
は
、
後
西
院
、
中
院
通
茂
、
日

野
弘
資
、
鳥
丸
資
慶
の
四
名
に
、
既
に
明
暦
三
年

（闘
）
の
伝
授
を
完

須

堪

難

躊

蝿

界

潔

韓

ガ

ド
嘘

脚
孫

一ハ
熊

日
に
は
切
紙
が
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
間
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
前

掲
の

『古
今
伝
受
日
記
』
（中
院
・Ⅵ
・５９
）
と
共
に
、
次
掲
の

コ
古
今
集

講
談
座
割
〓

（中
院
・Ⅵ
。３７
）
に
詳
し
い
。

０

『
〔古
今
集
講
談
座
割
〓

（中
院
・Ⅵ
・助

〔江
戸
前
。中
期
〕
写
　
一
冊

袋
綴

（紙
緩
仮
綴
）。
共
紙
表
紙

（脱
×
劉
０
。
外
題
、
内
題
共
に
無
し
。

料
紙
は
椿
紙
。
墨
付
３８
丁
、
遊
紙
、
巻
首
尾
各
１
丁
、
中
程
に
４
丁
。
毎

半
葉
９
行
。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
。
奥
書
類
、
無
し
。
印
記
、
巻
首

「京
都
／
帝
國
／
大
學
／
固
書
責
単
郭
正
方
形
朱
印
）、大
正
１２
年
の
京
都

大
学
登
記
印
。

コ
古
今
集
講
談
座
割
〓

（中
院
・Ⅵ
・３７
）
は
、
寛
文
元
年

（り

の
後

水
尾
院
↓
後
西
院
・等
、
元
禄
十
五
年

（り

の
霊
元
院
↓
中
院
通
茂
・

等
の

『百
人

一
首
』
講
釈
と
、
文
明
十
六
年

（出
）
宗
祇
↓
肖
柏
、
慶

長
五
年

（団
）
幽
斎
↓
智
仁
親
王
、
寛
永
六
年

（口
）
智
仁
親
王
↓
後
水

尾
院
・等
、
明
暦
三
年

（ｗ
）
後
水
尾
院
↓
尭
然
法
親
王
。等
、
寛
文
四

年

（ｇ

後
水
尾
院
↓
後
西
院
・等
、
延
宝
八
年

（Ｕ

後
西
院
↓
霊
元
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院
・等
、
正
徳
四
年

（‐７‐４
）
霊
元
院
↓
武
者
小
路
実
陰
・等
の

「古
今
集
』

講
釈
の
座
割
を
集
成
し
た

一
書
で
あ
る
。
寛
文
四
年

（圏
）
の
古
今
伝

授
の
際
の
座
割
を
も
収
め
る
が
、
通
茂
没
後
の
正
徳
四
年

（Ⅲ
）
の
座

割
を
も
含
み
、
書
写
者
は
通
茂
で
は
あ
り
得
な
い

（通
茂
男
、
通
窮
が
想

定
さ
れ
る
か
）。

同
座
割
に
は
、
初
座
の
次
第
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

初
座

五
月
士

百

春
上
初
ョ
リ
五
首
御
文
字
読
御
講
談
。
六
首
ロ
ヨ
リ
春
上
分
御
文

字
読
斗
也
。
春
下
端
五
首
御
文
字
読
御
講
談
。
六
首
ロ
ヨ
リ
春
下

ノ
分
御
文
字
読
斗
也
。
此
間
暫
時
御
休
息
之
後
。
夏
秋
上
下
冬
此

四
巻
春
下
二
同
シ
。

一
巻
に
つ
き
五
首
の
講
釈
を
行
い
、
以
下
は

「文
字
読
」
の
み
の
慌
た

だ
し
い
講
釈
で
、
僅
か

一
日
の
う
ち
に
巻
六
・冬
ま
で
進
ん
で
い
る
。
第

二
座
以
降
も
同
様
に
五
首
の
講
釈
と
以
下
は
文
字
読
と
い
う
形
で
忙
し

な
く
進
む
が
、
こ
れ
は
、
後
水
尾
院
が
老
齢
で
あ
っ
た
た
め
の
処
置
で

あ

っ
た
と
同
座
割
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
寛
文
四
年
の
古
今
伝
授
の
講
釈
の
実
際
は
、
中
院
文
庫
に
伝
存

す
る
通
茂
筆
録
の
間
書
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
存
す
る
日
野
弘
資
筆

録
の
間
書
に
よ
り
窺
う
こ
と
が
で
き
争

確
認
で
き
た
通
茂
筆
録
聞
書

の
関
連
資
料
は
以
下
の
三
種
で
あ
る
。

０

『古
今
聞
書
』
（中
院
・Ⅵ
・笙
誓

〔寛
文
四
年

（圏
）
中
院
通
茂
〕
筆
　
四
冊

袋
綴

（紙
継
仮
綴
）。
共
紙
表
紙

（ｍ
×
昴
ｇ
。
外
題
、
中
央
打
付
書

「古
今
聞
書
第
二
～
第
四
終
と
ｏ
内
題
、
無
し
。
料
紙
は
薄
手
の
椿
紙
。
墨

付
、
第

一
冊
２‐
丁
、
第
二
冊
Ｈ
丁
、
第
三
冊
１６
丁
、
第
四
冊
Ｈ
丁
。
遊

紙
、
巻
尾
に
第

一
冊
７
丁
、
第
二
冊
１
丁
、
第
三
冊
１６
丁
、
第
四
冊
Ｈ

丁
。
用
字
、
漢
字
・平
仮
名
・片
仮
名
・朱
書
入
あ
り
。
印
記
、
巻
首

コ
ふ

都
／
帝
國
／
大
學
／
固
書
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）、
大
正
１２
年
の
京
都
大

学
登
記
印
。

同
書
に
は
成
立
事
情
や
書
写
年
次
を
伝
え
る
奥
書
・識
語
は
付
さ
れ

な
い
が
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
注
釈
を
記
す
次
掲
０

「古
今
和
歌
集
聞
書
』

（中
院
・Ⅵ
・６８
）
の
奥
書
に
よ
り
寛
文
四
年

（圏
）
の
後
水
尾
院
講
釈
時

の
開
書
と
判
明
す
る
。
装
丁
や
速
記
風
の
乱
雑
な
書
写
状
態
等
か
ら
通

茂
自
筆
の
当
座
聞
書
と
推
測
さ
れ
る
。

先
の
Д
古
今
集
講
談
座
割
〓

（中
院
・Ⅵ
・３７
）
の
記
載
に
違
わ
ず
、
巻

首
か
ら
五
首
目
ま
で
は
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
は
語
句
の
み

を
抜
き
出
し
、
振
り
仮
名
、
振
り
漢
字
、
ゴ
マ
点
等
が
付
さ
れ
て
お
り
、

町

毒

計

舞

誠

誌

轟

院
１

％

延
宝
元
年

（団
）
以
前
。中
院
通
茂
筆
　
一
冊

現
時
点
で
は
破
損
の
た
め
閲
覧
停
止
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
の
蔵

野
蒙
轟
墓
晰
葬
斜
］撃
零
理

平
仮
名
。
印
記
、
巻
首

「京
都
／
帝
國
／
大
學
／
固
書
」
（単
郭
正
方
形

養
じ

、
大
正
１２
年
の
京
都
大
学
登
記
印
。

巻
尾
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
寛
文
四
年

（圏
）
の
後
水
尾
院
講
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釈
の
間
書
に
基
づ
く
と
判
明
す
る
。

右
寛
文
四
年

（“
）
五
月
後
水
尾
院
御
講
談
聞
書
也
。

特
進

〔花
押
〕

署
名
下
の
花
押
は
通
茂
の
も
の
で
あ
る
が
、
通
茂
が

「特
進
」
（＝
正
三

位
）
に
叙
さ
れ
る
の
は
延
宝
元
年

（邸
）
の
こ
と
で
あ
り
、
古
今
伝
授

の
後
九
年
を
経
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
後
に
奥
書
の
み
加
証
し
た
も
の

か
、
或
い
は
年
を
経
て
改
め
て
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同
書
は
、
一
冊
の
み
で
あ
る
が
、
最
終
日
の
真
名
序
聞
書
ま
で
を
収

め
て
い
る
。
０

「古
今
聞
書
」
（中
院
・Ⅵ
・％
）
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
注
釈

（但
し
、
ゴ
マ
点
は
声
点
と
な
っ
て
い
る
）
を
比
較
的
丁
寧
に
楷
書
体
で
記

し
て
お
り
、
中
書
本
的
性
格
の

一
本
と
考
え
ら
れ
る
が
、
更
に
、
途
中

評

簾

〔
襲

藤

孵

館

羹

ｆ

諦

指
声
に
関
わ
る
書
入
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
巻
尾
に
は
延
宝
八
年

（Ｕ

の
伝
授
の
次
第
が
付
さ
れ
て
い
る
。

０
、
０
の
両
書
は
、
書
写
形
態
の
相
違
か
ら
、
当
座
本
、
中
書
本
の

関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
併
せ
読
む
こ
と
に
よ
り
後
水
尾
院
の
講
釈

の
実
際
と
、
通
茂
に
よ
る
整
序
の
過
程
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
所

謂
清
書
本
と
呼
べ
る
よ
う
な
伝
本
は
見
出
せ
ず
、
０
、
０
の
後
に
完
全

な
清
書
本
が
作
成
さ
れ
た
か
否
か
は
未
詳
で
あ
る
。

な
お
、
次
掲
の

一
書
は
、
０
、
０
と
は
被
注
歌
数
に
も
相
違
が
あ
り
、

同

一
の
間
書
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
注
釈
の
内
容
や
文
辞
か
ら
寛
文

四
年

（り

の
古
今
伝
授
聞
書
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ω

「古
今
抄
寛
文
』
（中
院
・Ⅵ
・５６
）

〔江
戸
前
。中
期
〕
写
　
四
冊

『古
今
抄
寛
文
』
は
、
同
函
架
番
号
に
整
理
さ
れ
る
大
本
五
冊
の
内
の

四
冊

（他
一
冊
は

〓
三
条
西
家
本
聞
書
集
成
」）
。
袋
綴
。
肌
色
無
地
表
紙

（翻
×
‐９．
８
０
ｏ
外
題
、
左
肩
打
付
書

「古
今
抄
寛
文
春
貧

・秋
・冬
ど
、
内

題

「古
今
和
歌
集
聞
書
」
。
料
紙
は
椿
紙
。
墨
付
、
第

一
冊
３‐
丁
、
第
二

冊
９５
丁
、
第
三
冊
１２３
丁
、
第
四
冊
１１８
丁
。
遊
紙
、
第

一
冊
首
２
丁
、
尾

３
丁
、
第
二
冊
首
１
丁
、
尾
３
丁
、
第
三
冊
首
１
丁
、
尾
２
丁
、
第
四

冊
首
２
丁
、
尾
３
丁
。
毎
半
葉
１２
行
。
奥
書
類
、
無
し
。
用
字
、
漢
字
・

片
仮
名
。平
仮
名
。
印
記
、
巻
首

「京
都
／
帝
國
／
大
學
／
国
書
」
（単

郭
正
方
形
養
じ

、
大
正
１２
年
の
京
都
大
学
登
記
印
。

外
題
に

「春
・夏
・秋
・冬
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
巻
の
序
列
を
示
し

た
も
の
で
、
内
容
は
、
仮
名
序
、
巻

一
か
ら
巻
二
十
、
真
名
序
ま
で
の

注
釈
を
収
め
て
い
る
。
前
掲
二
書
が
、
コ
古
今
集
講
談
座
割
〓

（中
院
・

Ⅵ
．３７
）
の
記
載
の
如
く
、
巻
頭
五
首
ま
で
は
注
解
を
記
し
、
六
首
日
以

下
は
文
字
読
に
関
わ
る
注
記
の
み
が
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
は

六
首
日
以
降
に
も
注
解
が
施
さ
れ
て
お
り
、
形
態
的
に
は
前
掲
二
書
と

は
全
く
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
注
釈
内
容
は
、
次
掲
の
如
く

文
辞
・行
文
ま
で
も
が
前
掲
二
書
と
酷
似
し
て
お
り
、
成
立
事
情
や
書

写
年
次
を
伝
え
る
奥
書
・識
語
は
付
さ
れ
な
い
も
の
の
、
外
題
に

「寛

文
」
と
記
さ
れ
る
と
お
り
寛
文
の
伝
授
に
関
わ
り
、
そ
の
講
釈
を
取
り

込
み
な
が
ら
他
書
で
補
完
し
つ
つ
改
め
て
著
さ
れ
た

一
書
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
為
∝
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０
『古
今
和
歌
集
聞
書
』

０

『古
今
抄
寛
文
』

集
の
時
、
人
の
耳
を
改
て
入
は

常
の
事
也
。

（下
書
の
判
読
不
能
な
墨
消
は
省
略

し
、
訂
正
さ
れ
た
文
字
を
記
し
た
）

思
ふ
と
は
莫
太
の
差
別
さ
う
也
。

（原
文
は
、
漢
字
・片
仮
名
表
記
。
片
仮

名
を
平
仮
名
に
改
め
記
す
。
以
下
同

様
）

此
集
は
物
の
法
度
を
正
し
く
す
る

に
、
さ
し

［
含
一字
破
損
こ

た
る
立

春
の
専
を
入
す
し
て
、
何
と
て
年

内
立
春
の
腎
を
入
た
る
と
い
ふ
に
、

製
藤
鰐
燃
わ鉾
嫌

ら
ふ
□
徳

の
は
や
く
発
す
る
義

買
二
字
破
損
こ

春
は
利
田
鴎
齢
デ

る
也
。
春
の
め
く
み
ιに
比
す
る
也
。

［
２

字
破
損
こ
徳
に
比
す
る
也
。
年

内
立
春
は
、
君
子
の
仁
徳
民
生
の

化
楽
も
時
に
先
た
ち
て
印
な
る
事

を
比
し
て
、
年
内
立
春
を
巻
頭
に

入
た
る
也
。
毒
の
心
は
か
く
れ
た

る
所
な
し
。
元
方
家
集
に
は
、
い」
そ

と
も
思
ふ
こ
と
し
と
も
思
ふ
と
あ

る
を
、
貫
之
か
此
集

へ
入
れ
さ
ま

に
、
こ
そ
と
や
い
は
ん
こ
と
し
と

や
い
は
ん
と
改
て
入
た
る
也
。
撰

と
せ
を
こ
そ
と
や
い
は
む
こ
と

し
と
や
い
は
む

此
集
は
物
の
法
度
と
正
し
く
す

る
に
、
さ
し
む
き
た
る
立
春
の

寄
を
は
入
す
し
て
、
年
内
の
立

春
を
入
る
こ
と
は
如
何
と
云
に
、

此
集
は
君
子
の
聖
徳
遍
く
下
に

及
び
、
万
民
の
楽
あ
ら
ん
こ
と

を
本
と
し
た
る
こ
と
な
れ
は
、

春
は
万
物
の
始
也
。
温
和
の
気

に
て
君
子
に
比
す
。
春
来
る
こ

と
は
恵
み
の
発
す
る
義
也
。
然

は
、
君
子
の
仁
徳
も
民
宍
二
字
破

損
こ
和
楽
も
時
宍
二
字
破
損
こ
て

至
の
心
に
年
内
の
立
春
を
入
た

る
也
。
腎
の
心
は

宍
二
字
破
損
こ

た
ん
所
も
な
し
。
［公
一字
破
損
こ

集
に
は
去
年
と
も
思
ふ
こ
と
し
、

と
も
お
も
ふ
と
あ
り
。
貫
之
真

し
て
入
れ
た
り
。
是
常
の
事
也
。

こ
そ
と
や
お
も
ふ
こ
と
し
と
や

四
　
中
院
通
茂
に
よ
る
古
注
釈
書
の
蒐
集
と
諸
注
集
成
の
作
成

現
存
の
中
院
文
庫
に
は
、
「古
今
伝
受
日
記
』
（中
院
・Ⅵ
・５９
）
に
記
さ

れ
る
通
茂
相
伝
の
伝
授
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
典
籍
以
外
に
も
、
「古

注
」
「旧
注
」
と
通
称
さ
れ
る
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
著
さ
れ

た
古
注
釈
書
類
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
識
語
の
付
さ
れ
な
い
数
多
の

典
籍
箇
々
の
書
写
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
も
の

の
、
幾
ら
か
は
確
か
に
通
茂
の
書
写
克
集
に
か
か
る
と
目
さ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
通
茂
の
手
に
な
る
諸
書
は
、
必
ず
し
も
古
今
伝

授
以
前
の
初
学
若
年
期
の
修
学
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
学

古
今

伝
授
終
了
後
に
敢
え
て
求
め
書
写
し
蔵
書
に
加
え
た
も
の
も
幾
ら
か
確

認
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
そ
の
後
の
通
茂
の
注
釈
的
営
為
に
深
く
関
与
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

＊

寛
文
四
年

（り

の
古
今
伝
授
以
降
、
通
茂
は
数
種
の
古
注
釈
書
を

書
写
し
て
い
る
。
識
語
に
記
さ
れ
る
書
写
年
代
を
追
え
ば
以
下
の
よ
う

に
な
る
。

０

『為
家
古
今
序
抄
』
（中
院
・Ⅵ
。４９
）
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此

一
冊
古
今
集
∠
ζ
肛中
院
大
納
言
為
家
卿
真
筆
奥
書
／
判
形
等
歴
然

尤
為
無
雙
之
奇
珍
奥
三
篇
和
毒
／
是
又
結
虹
期
婚
龍
蛇
字
勢
絶
妙

者
也
為
後
證
／
記
之
而
己
子
時
永
禄
第
二

（Ψ

菊
月
中
候

稗
名
野
釈

〔花
押
〕

右
奥
書
之
本
従
潤
州
副
智
創
聞
蘭
被
見
之
間
写
留
之
／
為
家
卿
之

抄
物
誠
以
珍
奇
之
物
也
可
秘
蔵
之
実

劃
測
引
∃
コ
団
）
仲
秋
初
五
　
　
　
Ⅵ
創
珊
金
う
〔花
押
〕

０

「両
度
聞
書
」
（中
院
・Ⅵ
・“
）

右
古
今
和
歌
集
聞
書
樹
倒
四
異
回
厠
劉
囚
罰
加
州
羽
林
綱
利
朝
臣
／

所
持
之
本
也
今
授
之
被
請
奥
書
之
間
文
字
行
／
数
等
不
違

一
字
謄

写
之
於
杢
百
早
□
切
一冊
也
／
今
分
登
一藉
終
書
功
／
序
物
名
大
腎
所
等

閥
之
以
上
三
巻
先
年
借
請
／
劇
刊
調
珈
撼
劇
囲
利
書
写
之
称
名
禅
府

自
筆
／
袋
喜
丈
７
至
予
手
令
全
備
之
年
来
之
本
望
達
／
子
姦
何
幸
加

之
畢
不
徳
甚
感
悦
柳
誌
其
／
旨
趣
而
已

劇
ヨ
∃
鋼
興
団
）
孟
夏
仲
四
　
　
　
州
週
瀾
コ
花
押
〕

ｍ

「〔北
畠
親
房
〕
古
今
集
注
」
（中
院
・Ⅵ
・“
）

此
抄
書
者
劇
刑
詞
剰
圏
園
馴
馴
「
ｄ
利
也
与
当
流
之
／
説
各
別
之
物

也
雖
不
足
信
用
又
可
成
助
力
事
／
多
”
借
請
之
所
写
留
也
今
記
其

子
細
備
後
墜
／
而
也

劇
コ
劉
司
コ
願
）
仲
秋
初
二
　
　
　
嗣
瑚
期
コ
翻
幻
〔花
押
〕

０

『明
疑
抄
」
（中
院
・Ⅵ
・“
）

右
一
冊
先
年
申
出
例
画
開
剣
利
所
／
令
書
写
也
今
虫
払
一
見
之
次

加
後
／
證
者
也

測
襴
刊
ヨ
鋼
興
硼
）
七
月
初
四
　
前
潮
潮
個
判
〔花
押
〕

働

「伝
心
抄
抜
書
』
（中
院
・Ⅵ
・Ｕ

右
一
冊
申
請
剰
副
隠
ョ
∃
暑
潮
淵
判
倒
コ
●
４
倒
州
釧
劃
之
彼
本
之

中
愚
本
無
之
所
々
／
抜
書
之
畢
於
青
字
者
彼
宮
被
窺
／
後
水
尾
院

条
々
仰
之
旨
被
注
之
云
々
／
押
紙
又
彼
院
之
御
本
国
園
劃
側

，
刊
瀾

目
屈
馴
翻
罰
冽
所
被
押
／
敗
今

一
見
之
以
為
後
證
珈
所
加
筆
／
也

測
襴
刊
∃
釧
興
Ⅷ
）
浩
洗
念
五

葬
挙
‥
も菫
身
笏
「
泌
幹

課碓
魏
一顎
論
絣
理
一饗
融
ぽ
財
師

亜腕「獅れ綱椰コ藤麟は暉醐江¶ぃてぉり、。の例同様
「前

０

『為
家
古
今
序
抄
」
（中
院
・Ⅵ
・の
）
の
識
語
に
示
さ
れ
る
寛
文
十

三
年

（邸
）
は
古
今
伝
授
の
後
、
九
年
を
経
て
お
り
、
先
に
示
し
た

「古

今
和
歌
集
聞
書
』
（中
院
・Ⅵ
・６８
）
識
語
の
署
名

「特
進
」
か
ら
推
定
さ

れ
る
後
水
尾
院
講
釈
の
間
書
浄
書
の
下
限
で
あ
る
延
宝
元
年

（り

と

同

一
年
で
あ
る
。
同
年
に
通
茂
は
、
依
然
と
し
て
後
水
尾
院
講
釈
聞
書

と
も
関
わ
り
を
保
ち
つ
つ
、
そ
れ
と
並
行
し
、
更
に
元
禄
十
三
年

（響

ま
で
の
二
十
七
年
の
長
き
に
亘
り
典
籍
の
書
写
克
集
に
勤
め
て
い
る
。

識
語
に
記
さ
れ
る
親
本
の
所
蔵
も
多
岐
に
及
び
、
何
れ
か
の
蔵
書
を
纏

め
て
転
写
し
て
い
る
の
で
は
な
時
に

０

『為
家
古
今
序
抄
』
は
、
伊
賀

守
永
井
尚
庸

（寛
永
八
年
団
―
延
宝
五
年
団
）
の
、
Ｕ

『
〔北
畠
親
房
〕
古



今
集
注
」
は
、
烏
丸
資
慶
の
、
０

『明
疑
抄
」
は
、
後
西
院
の
、
同

「伝

心
抄
抜
書
』
は
、
道
晃
法
親
王
の
所
蔵
本
を
夫
々
借
り
受
け
書
写
し
て

お
り
、
０

「両
度
聞
書
』
は
、
「加
州
羽
林
綱
利
朝
臣
」
こ
と
加
賀
藩
主
・

前
田
綱
紀

（寛
永
一
一十
年
醐
―
享
保
九
年
０

所
持
の
三
条
西
公
条
筆
と

伝
え
る

一
本
を
披
見
し
書
写
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
前
田
育
徳
会
尊

経
閣
文
庫
蔵

『古
今
集
聞
書
』
曾
一条
西
公
条
筆
力
）
識
語
に
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
、
花
押
も
通
茂
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「被
請
奥

書
」
と
あ
る
前
掲
の
識
語
に
記
さ
れ
る
経
緯
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
。

右

一
冊
者
称
名
院
右
禅
相
府
公
条
公
／
芳
蹟
也
云
抄
出
云
筆
跡
握
翫

無
／
比
類
者
乎
恨
両
三
巻
有
欠
閥
／
不
全
備
今
加
州
羽
林
綱
利
朝
臣

依
所
望
／
貞
享
乙
丑
（邸
）
温
風
至
之
候
贅
其
後
／
禿
筆
尤
有
醜

実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
進
源

〔花
押
〕

こ
れ
ら
の
長
期
に
亘
る
蒐
書
は
、
ω
Д
北
畠
親
房
〕
古
今
集
注
」
（中

院
・Ⅵ
・“
）
の
識
語
に
「当
流
之
説
各
別
之
物
也
雖
不
足
信
用
」
と
当
流

の
説
と
は
異
な
り
信
用
に
足
り
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
と
付
記
す
る

例
も
見
え
、
相
伝
の
家
説
に
関
わ
る
典
籍
を
吟
味
し
集
成
し
た
の
で
は

な
く
、
よ
り
素
性
の
よ
い
典
籍
を
転
写
し
、
蔵
書
を
拡
充
す
る
こ
と
に

主
眼
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
通
茂
に
よ
り
克
集
さ
れ
た
諸
書
は
、
単
に
家
伝
の

蔵
書
と
し
て
次
代
へ
の
伝
来
に
の
み
供
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
恐
ら
く

通
茂
自
身
に
よ
っ
て
、
蒐
書
と
並
行
し
て
諸
書
を
参
観
し
つ
つ
『古
今

集
』
の
説
々
に
自
説
を
勘
案
し
て
ゆ
く
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
と
目

さ
れ
る
痕
跡
が
残

っ
て
い
る
。
次
掲
の
三
書
は
、
成
立
事
情
や
書
写
年

次
を
伝
え
る
奥
書

・
識
語
は
付
さ
れ
な
い
も
の
の
、
筆
跡
か
ら
通
茂
の

書
写
に
か
か
る
と
推
定
さ
れ
る
〆

多
く
の
先
行
注
釈
書
を
引
用
す
る
諸

注
集
成
的
な
書
で
あ
る
が
、
引
用
さ
れ
る
先
行
注
釈
書
は
ほ
ぼ
通
茂
の

蒐
集
に
か
か
る
典
籍
に

一
致
し
て
お
り
、
通
茂
の
修
練
の
成
果
を
伝
え

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

０

『
〔古
今
和
歌
集
序
注
〓

（中
院
・Ⅵ
・η
）

〔江
戸
前
。中
期
〕
写
　
一
冊

袋
綴
。
薄
茶
褐
色
無
地
表
紙

（口
×
昴
ｇ
。
外
題
無
し
、
内
題

「古

今
和
歌
集
序
」
。
料
紙
は
薄
様
。
墨
付
５４
丁
。
遊
紙
、
首
３
丁
、
尾
１
丁
。

毎
半
葉
１６
行
書
。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
、
全
丁
に
亘
り
朱
書
入
あ
り
。

印
記
、
巻
首

コ
ふ
都
／
帝
國
／
大
學
／
固
書
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）、
大

正
１２
年
の
京
都
大
学
登
記
印
。

奥
書
類
が
付
さ
れ
ず
成
立
事
情
や
書
写
年
次
等
は

一
切
不
明
で
あ
る

が
、
筆
跡
か
ら
は
通
茂
筆
と
想
定
さ
れ
為
∝

コ
古
今
和
歌
集
序
注
〓

（中
院
・Ⅵ
・７０
）
に
は
、
既
に
先
学
に
よ
る
注

記
内
容
の
検
討
と
翻
刻
が
備
わ
Ｌ
）
「為
家
抄
』
『明
疑
抄
』
Д
北
畠
親

房
〕
古
今
集
注
』
『両
度
聞
書
」
「古
聞
』
『為
明
抄
』
『伝
心
抄
』
『御
抄
』

等
の
多
く
の
先
行
諸
注
釈
書
を
引
用
す
る
諸
注
集
成
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
通
茂
は
書
写
の
み
に
関
わ
り
、
成
立
自
体
は
通
茂
を

遡
る
と
さ
れ
る
が
、
引
用
さ
れ
る
諸
注
釈
書
と
通
茂
蒐
集
の
諸
書
と
の

関
わ
り
を
考
慮
す
れ
ば
、
通
茂
の
著
録
と
し
て
誤
ら
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
次
に
、
「古
今
集
』
序
の

「か
く
て
花
を
め
で
…
…
」
以
下
の
注

釈
部
を

一
例
に
取
り
上
げ
、
そ
の
点
を
考
え
て
み
た
い
。
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０

『〔古
今
和
歌
集
序
注
ピ

関
連
諸
注
釈
書

か
く
て
そ
花
を
め
て
鳥
を
う
ら

や
み
霞
を
あ
は
れ
を
か
な
し
こ

と
葉
さ
ま
ノ
ヽ
に
な
り
に
け
る

か
く
て
そ
と
は
素
蓋
烏
尊
よ

し
丹

一
字
の
再
お
こ
る
義
也
。

心
詞
お
ほ
く
さ
ま
ノ
ヽ

に
成

に
け
る
と
は
古
は
只
其
事
に

あ
た
り
て
心
を
述
る
也
。
其

よ
り
次
第
に
心
も
万
端
に
成

て
花
鳥
春
霞
を
あ
は
れ
ひ
か

な
し
ひ
て
心
を
発
す
る
也
。

…
…

〈
中
略
〉
…
…

利
刻
捌
こ
れ
は
事
に
ふ
れ
物

に
し
た
か
ひ
て
専
の
心
詞
お

ほ
く
成
に
た
る
事
を

い
ふ
也
。

明
朝
八
雲
の
寄
の
風
さ
か
ん

に
な
り
花
を
め
て
は
も
て
あ

そ
ひ
鳥
を
う
ら
や
み
は
愛
し

霞
を
あ
は
れ
ひ
は
興
し
露
を

か
な
し
ふ
は
感

じ
心
さ
ま

ノ
ヽ
に
な
る
と
也
。

御
期
鳥
を
う
ら
や
み
は
愛
す

此
か
く
て
そ
と
は
す
さ
の
お
の
み

こ
と
よ
し
三
十

一
字
の
歌
お
こ
る

義
也
。
心
詞
お
ほ
く
さ
ま
ノ
ヽ

に

な
り
に
け
る
と
は
い
に
し

へ
は
え

あ

ゝ
そ
の
事
に
あ
た
り
て
心
を
述

る
な
り
。
其
よ
り
次
第
に
心
も
万

端
に
な
り
て
花
鳥
春
霞
を
あ
は
れ

ひ
か
な
し
ひ
て
心
を
発
す
る
也
。

…

〈
下
略
〉
　
　
　
（『両
度
聞
書
じ

こ
れ
は
事
に
ふ
れ
物
に
し
た
か
ひ

て
歌
の
こ

ヽ
ろ
こ
と
は
お
ほ
く
な

り
に
た
る
事
を
い
ふ
な
り
。

（
為
家
古
今
序
抄
じ

八
雲
た
つ
の
寄
の
風
さ
か
ん
に
な

り
花
を
め
て
は
も
て
あ
そ
ひ
鳥
を

う
ら
や
み
は
愛
し
霞
を
あ
は
れ
ひ

は
興
し
露
を
か
な
し
ふ
は
感
じ
人

さ
ま
ノ
ヽ
に
な
る
と
也
。今

為
明
抄
じ

る
心
と
云
は
花
を
め
て
霞
を

あ
は
れ
み
露
を
か
な
し
ふ
も

皆
愛
す
る
心
な
れ
は
う
ら
や

む
同
心
に
て
あ
る

へ
き
欺
。

惣
し
て
よ
し
と
み
る
物
な
ら

て
は
羨
む
理
は
な
き
故
よ
し

と
み
る
物
は
愛
す
る
心
通

ヘ

鳥
を
う
ら
や
み
を
愛
す
る
心
也
と

云
は
花
を
め
て
霞
を
あ
は
れ
み
露

を
か
な
し
む
も
皆
愛
す
る
心
な
れ

は
う
ら
や
む
も
同
じ
心
に
て
あ
る

へ
き
歎
。
惣
し
て
よ
じ
と
み
る
物

な
ら
て
は
羨
む
理
は
な
き
故
よ
し

と
み
る
物
は
愛
す
る
心
通

へ
き

き
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
也
。　
　
　
　
　
　
今
古
今
抄
寛
文
じ

同
注
は
、
注
釈
部
冒
頭
に
『両
度
聞
書
』
が
引
用
さ
れ
、
次
い
で
「為

家
古
今
序
抄
』
『為
明
抄
』
『古
今
抄
寛
文
」
の
注
記
を
添
え
る
形
で
展

開
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
注
集
成
の
作
成
に
は
、
引
用
さ
れ
る
諸
書

を
所
持
す
る
か
、
或
い
は
披
見
可
能
な
環
境
に
あ
る
こ
と
が
最
低
限
必

要
と
さ
れ
よ
う
が
、
本
書
に
引
用
さ
れ
る
古
注
釈
書
は
、
他
を
含
め
、

ほ
ぼ
全
て
中
院
文
庫
に
伝
存
し
、
し
か
も

『為
家
古
今
序
抄
』
『為
明

抄
』
は
現
存
も
希
な
寡
書
で
あ
る
。
先
掲
の
如
く
、
通
茂
自
身
も
典
籍

の
克
集
に
奔
走
す
る
過
程
で
入
手
し
て
い
る
点
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
通

茂
の
許
に
偶
然
に
伝
来
し
た
諸
注
集
成
に
基
づ
き
引
用
諸
書
を
求
め
、

全
て
を
入
手
し
得
た
と
す
る
の
は
聯
か
都
合
良
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ

れ
、
逆
に
、
通
茂
克
集
の
典
籍
が
そ
の
後
の
味
読
を
経
て
研
究
に
供
さ

れ
、
本
書
に
引
用
著
禄
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
本
書
に
は
、
掲
出
歌
、
注
釈
部
に
続
い
て
数
行
程
度
の
空
白

を
残
す
部
分
が
散
見
し
、
恐
ら
く
は
、
後
に
私
説
を
書
き
込
む
た
め
に

残
さ
れ
た
余
白
と
考
え
ら
れ
、
現
に
、
諸
注
釈
書
の
引
用
に
続
い
て
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「私
」
と
付
記
し
、　
一
文
字
下
げ
や
細
字
で
注
解
が
書
き
込
ま
れ
る
部

分
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
も
、
通
茂
自
身
に
よ
り
諸
注
釈
書
が
集
成

さ
れ
、
勘
案
の
後
、
「私
」
説
を
書
き
込
む
と
い
つ
た
作
業
が
行
わ
れ
て

い
た
と
考
え
る

一
証
と
な
ろ
う
。

０

『
〔古
今
和
歌
集
注
〓

（中
院
・Ⅵ
・η
）

〔江
戸
前
・中
期
〕
写
　
八
冊

袋
綴
。
紺
色
表
紙

（別
×
昴
ｇ
。
外
題
、
内
題
共
に
無
し
。
料
紙
は

椿
紙
。
墨
付
、
第

一
冊
５４
丁
、
第
二
冊
５４
丁
、
第
三
冊
８９
丁
、
第
四
冊

７３
丁
、
第
五
冊
％
丁
、
第
六
冊
９５
丁
、
第
七
冊
３３
丁
、
第
八
冊
３９
丁
。

遊
紙
、
巻
首
各
冊
１
丁
、
巻
尾
第

一
冊
２２
丁
、
第
二
冊
４
丁
、
第
三
冊

１
丁
、
第
四
冊
１
丁
、
第
五
冊
無
し
、
第
六
冊
１
丁
、
第
七
冊
１６
丁
、
第

八
冊
５
丁
。
毎
半
葉
１４
行
。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
、
極
希
に
朱
書
入
。

印
記
、
巻
首

コ
示
都
／
帝
國
／
大
學
／
日
書
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）、
大

正
１２
年
の
京
都
大
学
登
記
印
。

本
書
も
前
掲
書
同
様
、
奥
書
類
は
付
さ
れ
ず
成
立
事
情
や
書
写
年
次

鱚

乙

ぽ

謀

轟

覇

羹

繹

菱

話

度
聞
書
』
『古
聞
」
「延
五
記
」
〓

禅
抄
』
（＝
〓
一
条
兼
良
〕
古
今
集
童

蒙
抄
』
力
）
「為
明
抄
』
『伝
心
抄
』
等
を
引
用
す
る
諸
注
集
成
で
あ
る
。

両
序
注
、
歌
注
を
具
備
す
る
全
注
釈
で
あ
る
が
、
序
注
部
分
は
前
掲
０

に
類
似
す
る
も
の
の
完
全
に
同

一
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
次
に
、
「古

今
集
』
巻

一
・春
上
。
１３
番
歌
注
を

一
例
に
取
り
上
げ
、
そ
の
注
釈
内
容

に
つ
き
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

Ｏ
Д
古
今
和
歌
集
注
】

花
の
香
を
風
の
た
よ
り
に
た
く

ヘ

て
そ此

花
は
梅
也
。
鶯
を
待
心
の
切
な

る
か
ら
よ
み
た
る
毒
也
。
し
る
へ

に
そ

や
る
と
云
を
こ
な
た
か
ら

や
り
た
る
と
云
説
は
あ
し

ゝ
風

の
さ

つ
と
吹
や
り
た
る
を
よ
き

じ
る
へ
な
る
と
み
て
読
た
る
也
。

鶯
さ
そ
ふ
じ
る

へ
に
は
や
り
て

こ
そ
あ
る
ら
め
也
。側
州
朝
の
注

如
此
。
一潮
明
朝
ヨ
「
梅
花
の
匂
ひ

う
ち
か
は
り
風
吹
来
た
る
折
ふ

し
鶯
の
な
か
せ
ま
ほ
し
き
心
を

風
に
つ
け
て
や
り
鶯
を
さ
そ
ふ

也
。花
の
香
を
風
に
そ
へ
て
鶯
を

さ
そ
ひ
に
や
る
に
て
は
な
し
。
詞

想
意
別
也
。

「

詞
想
意
別
と
云
は
詞
の
趣
と

心
と
別
な
る
と
云
義
歎
。然
ら
は

花
の
香
は
か
り
を
風
に
た
く

ヘ

て
と
云
心
に
は
あ
ら
す
。花
の
香

を
わ
か
心
に
具
し
て
風
に
つ
け

関
連
諸
注
釈
書

此
再
の
花
は
梅
也
。
鶯
を
切
に

待

つ
心
よ
り
読
み
た
る
晋
な

り
。
・。人
中
略
Ｙ
・・う
く
ひ
す
さ

そ
ふ
じ
る
へ
に
こ
な
た
か
ら

や
り
た
る
と
云
は
わ
ろ
し
。
風

の
さ
つ
と
吹
過
る
を
み
て
あ

つ
は
れ
鶯
の
し
る
へ
と
云
た

る
腎
の
義
理
也
。
■
伝
心
抄
じ

梅
の
花
の
に
ほ
ひ
打
か
ほ
ち
、

風
吹
き
た
る
お
り
ふ
し
、
鶯
の

な
か
せ
ま
ほ
し
き
心
を
、
風
に

つ
け
て
や
り
、
鶯
を
さ
そ
ふ

也
。
花
の
か
を
風
に
そ
へ
て
、

鶯
を
さ
そ
ひ
に
や
る
に
て
は

な
し
。
詞
想
意
別
也
。

■
為
明
抄
じ
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て
や
る
と
云
心
欺
。
春
風
の
う
ち
吹

て
梅
の
か
は
り
た
る
折
節
鶯
を
さ
そ

は
ま
ほ
し
き
心
の
切
な
る
か
し
。
花

の
香
り
は
幸
う
く
ひ
す
を
さ
そ
ふ
ヘ

き
じ
る
へ
に
よ
ろ
し
き
物
な
れ
は
風

の
う
ち
吹
き
た
る
を
便
り
に
花
の
香

名
わ
か
そ
の
心
に
具
し
て
や
る
と

也
。
此
儀
面
白
欺
。
…
…

〈
下
略
〉

『伝
心
抄
」
に
類
似
す
る
注
解
に
続
き

『為
明
抄
」
が
引
用
さ
れ
、
後

に

「私
」
説
を
記
し
て
い
る
。
本
書
に
も
前
掲
書
同
様
、
掲
出
歌
、
注

釈
部
に
続
い
て
途
中
に
数
行
の
空
白
を
残
す
部
分
や
、
「私
」
と
の
み

記
し
て
空
白
部
が
続
く
部
分
が
散
見
す
る
。
ま
た
、
細
字
で
書
き
込
ん

だ
付
箋
が
張
り
込
ま
れ
、
紙
片
が
挟
ま
れ
る
箇
所
も
多
く
、
や
は
り
、

諸
注
を
集
成
し
、
勘
案
の
後
、
「私
」
説
を
書
き
込
む
と
い
っ
た
作
業
が

継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

両
書
の
存
在
は
、
寛
文
四
年

（血
）
の
後
水
尾
院
に
よ
る
古
今
伝
授

以
降
に
、
そ
の
伝
授
説
を
墨
守
す
る
の
み
で
は
な
く
、
新
た
に
「古
注

・

旧
注
」
を
書
写
し
、
そ
れ
ら
を
集
成
し
伝
授
と
は
異
な
る
説
々
を
も
含

む
諸
注
の
集
成
を
行
い
、
私
勘
を
付
す
と
い
っ
た
作
業
が
な
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
が
成
書
と
し
て
著
さ
れ
た
時
期

は
、
前
掲
０

『明
疑
抄
』
（中
院
・Ⅵ
・“
）
が
書
写
さ
れ
た
元
禄
十
三
年

（剛
）
が
上
限
と
な
ろ
う
。
作
成
意
図
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、

或
い
は
、
中
院
通
郷
・野
宮
定
基
と
い
っ
た
次
代
へ
の
講
釈
と
伝
授
を

見
据
え
た
準
備
作
業
の

一
端
で
あ

っ
た
か
と
も
推
測
さ
れ
毎

＊

な
お
、
中
院
文
庫
に
は
通
茂
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
諸
注
集
成
と
序

注
が
更
に
二
点
確
認
さ
れ
る
。
若
干
の
不
審
と
検
討
の
及
ば
な
い
部
分

が
残
り
詳
述
に
至
ら
な
い
が
、
書
誌
等
に
つ
き
付
記
し
て
お
き
た
い
。

Ｕ

『
〔古
今
和
歌
集
注
〓

（中
院
・Ⅵ
・４３
）〔江

戸
前
。中
期
〕
写
　
十
冊

袋
綴
。
象
牙
色
無
地
表
紙

（１５４
×
‐７
．
２
０
０
第
二
冊
以
下
表
紙
。装
丁
を

異
に
す
る
（第
一
冊
・象
牙
色
無
地
表
紙
、第
二
冊
・上
部
灰
色
打
曇
表
紙
、第
三

冊
。上
部
青
色
下
部
灰
色
打
曇
表
紙
、第
四
冊
。青
色
格
子
地
に
丸
紋
表
紙
、第
五

～
六
冊
・上
部
青
色
打
曇
表
紙
、第
七
冊
・赤
茶
色
無
地
表
紙
、第
八
冊
・共
紙
表
紙

（紙
経
仮
綴
）、第
九
冊
・金
色
菊
唐
草
表
紙
（紙
継
仮
綴
）、第
十
冊
。渋
皮
表
紙
）。

外
題
、
無
し
、
内
題

「古
今
和
歌
集
」
。
料
紙
は
薄
手
の
構
紙
。
墨
付
、

第

一
冊
９５
丁
、
第
二
冊
８９
丁
、
第
三
冊
“
丁
、
第
四
冊
３４
丁
、
第
五
冊

２６
丁
、
第
六
冊
７５
丁
、
第
七
冊
“
丁
、
第
八
冊
７３
丁
、
第
九
冊
９３
丁
、

第
十
冊
６
丁
。
遊
紙
、
第

一
冊
首
無
し
。尾
３
丁
、
第
二
冊
首
１
丁
。尾

９
丁
、
第
三
冊
首
１
丁
・尾
無
し
、
第
四
冊
首
２
丁
・尾
節
丁
、
第
五
冊

首
１
丁
・尾
９
丁
、
第
六
冊
首
１
丁
。尾
無
し
、
第
七
冊
首
無
し
。尾
２

丁
、
第
八
冊
首
尾
共
に
無
し
、
第
九
冊
１
丁
・尾
２
丁
、
第
十
冊
首
１

丁
、
尾
“
丁
。
毎
半
葉
１６
～
‐８
行
前
後
。
奥
書
類
、
無
し
。
用
字
、
漢

字
・平
仮
名
、
朱
・墨
書
入
あ
り
。
印
記
、
各
冊
巻
首

コ
示
都
／
帝
國
／

大
學
／
日
書
」
（単
郭
正
方
形
朱
印
）、
「鵬
住
友
吉
左
衛
門
寄
贈
」
（単
郭

長
方
形
黒
印
）、
大
正
１２
年
の
京
都
大
学
登
記
印
。
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奥
書
類
は
付
さ
れ
ず
、
成
立
事
情
や
書
写
年
次
等
は

一
切
不
明
で
あ

る
。
十
冊

一
具
と
し
て
整
理
さ
れ
る
が
、
第

一
冊

翁
題
号
」、
巻
一
・春

上
～
巻
九

・
尋
旅
）、
第
二
冊

（巻
十
一
・恋
一
～
巻
十
六
・哀
傷
）、
第
三
冊

（巻
十
五
・雑
歌
上
～
巻
十
九
・誹
諧
歌
）、
第
四
冊

（巻
十
・物
名
、
巻
二
十
。大

歌
所
御
歌
、
仮
名
序
、
真
名
序
、
奥
書
、
切
紙
）
の
四
冊
と
、
第
五
冊

（巻

Ｔ
春
上
つ
～
巻
二
・春
下
）、
第
六
冊

（巻
三
・夏
～
巻
九
。霧
旅
）、
第
七
冊

（巻
十
一
・恋
一
～
巻
十
三
・恋
三
）、
第
八
冊

（巻
十
四
・恋
四
～
巻
十
七
・雑

上
）、
第
九
冊

（巻
十
八
・雑
下
～
巻
十
。物
名
、
巻
二
十
・大
歌
所
御
歌
、
両
序
）

の
五
冊
で

一
応
は
完
結
し
た
二
部
の
全
注
と
な
る
。
第
十
冊
は
、
題
号

と
巻

一
。春
上
、
巻
二
・春
下
途
中
ま
で
書
写
し
以
下
は
自
紙
が
続
く
。

内
容
は
、
前
掲
二
書
と
類
似
し
、
ス
顕
注
ビ
『顕
注
密
勘
」
Д
祇
注
〓

『両
度
聞
書
』
『古
聞
」
「為
明
抄
』
等
多
く
の
先
行
注
釈
書
を
引
用
す
る

諸
注
集
成
で
あ
り
、
寛
文
四
年

（“
）
の
後
水
尾
院
講
釈
の
注
説
と
同

一
文
辞
を
引
用
す
る
部
分
も
見
ら
れ
る
。
筆
跡
も
通
茂
か
と
推
定
さ
れ

る
が
、
曖
味
な
部
分
も
あ
り
現
時
点
で
は
判
断
は
保
留
し
た
い
。

０

『
〔古
今
和
歌
集
序
注
〓

（中
院
・Ⅵ
・４‐
）

〔江
戸
前
。中
期
〕
写
　
一
冊

袋
綴

（紙
維
仮
綴
）。
共
紙
表
紙
（靭
ｘ
加
９
。
外
題
、
内
題
共
に
無
し
。

料
紙
は
椿
紙
。
墨
付
Ｈ
丁
、
遊
紙
、
首
３
丁
、
尾
１
丁
。
毎
半
葉
１７
～

２５
行
程
度
の
不
定
。
奥
書
類
、
無
し
。
用
字
、
漢
字
・平
仮
名
、
朱
合

点
あ
り
。
印
記
、
巻
首

「一示
都
／
帝
國
／
大
學
／
固
書
」
（単
郭
正
方
形

朱
印
）、
大
正
１２
年
の
京
都
大
学
登
記
印
。

書
写
は
速
記
風
で
訂
正
や
書
入
も
多
く
草
稿
的
状
態
を
示
し
て
い

る
。
内
容
は
、
Ｏ

Д
古
今
和
歌
集
序
注
〓

（中
院
・Ⅵ
・７。
）
に
類
似
し
、

特
に

「私
」
説
の
記
載
に
似
る
。
奥
書
類
は
付
さ
れ
な
い
が
、
京
都
大

学
附
属
図
書
館
の
図
書
カ
ー
ド
に
は

「通
窮
記
」
と
記
さ
れ
な
″

本
書

が
通
射
に
よ
る
聞
書
な
ら
ば
、
通
茂
の

「私
」
説
が
通
月
に
伝
え
ら
れ

た
こ
と
を
示
す
格
好
の
資
料
と
な
る
が

（現
に
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館

の
登
録
名
は
「古
今
集
序
聞
書
」
で
あ
り
、
通
男
の
「聞
書
」
と
さ
れ
て
い
る
）、

筆
跡
は
通
茂
の
よ
う
に
も
見
え
、
通
茂
自
身
の
草
稿
的
段
階
を
示
す

ノ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
何
れ
か
の
判
断
は
現
時
点
で

は
や
は
り
保
留
し
て
お
き
た
い
。

五
　
中
院
通
月
の
間
書
と
野
宮
定
基
の
書
写
本

通
茂
以
降
の
中
院
家
に
お
い
て
は
、
通
茂
の
長
男
。第
十
八
代
。通
射

と
二
男
・野
宮
定
基
の
二
人
が
通
茂
の

「古
今
集
』
講
釈
を
受
け
、
古

今
学
を
伝
え
、
典
籍
類
を
相
伝
し
て
い
る
。
中
院
文
庫
に
は
、
通
射
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
聞
書
類
と
定
基
に
よ
る
伝
授
の
際
の
転
写
本
が
伝

存
し
て
お
り
、
夫
々
の
伝
授
の
様
相
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

＊

中
院
通
射
は
、
第
十
七
代
・通
茂
の
子
と
し
て
寛
文
八
年

（邸
）
に
生

ま
れ
る
。
母
は
小
笠
原
政
信

（慶
長
十
二
年
闘
―
寛
永
十
七
年
国
）
の
娘
。

貞
享
二
年

（邸
）
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
、
一九
禄
元
年

（邸
）
参
議
に
任
ぜ

ら
れ
る
。
同
年
十
二
月
従
三
位
、
同
五
年

（醐
）
権
中
納
言
、
同
六
年

（醐
）
正
三
位
、
同
十
五
年

（ψ

従
二
位
、
宝
永
元
年

（ψ

権
大
納
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言
、
正
徳
元
年

（‐７‐‐
）
正
三
位
を
経
て
、
享
保
十

一
年

（０

内
大
臣
、

同
十
三
年

（躙
）
従

一
位
に
至
り
、
一九
文
三
年

（剛
）
右
大
臣
に
任
ぜ
ら

れ
る
。
元
文
四
年
売
、
七
十
二
才
、
号
、
歓
喜
光
院
。

通
射
は
、
父
・通
茂
と
霊
元
院
の
二
人
か
ら

『古
今
集
』
講
釈
を
受

け
て
お
り
、
双
方
共
に
聞
書
を
残
し
て
い
る
。
通
茂
の
講
釈
は
宝
永
元

年

（剛
）
七
月
十
日
か
ら
翌
二
年
五
月
六
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
弟
・野

官
定
基
と
共
に
聴
聞
し
、
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
る

（前
掲
の
古
今
伝
授

系
図
に
も
通
茂
か
ら
の
伝
授
が
記
さ
れ
て
い
る
）。
次
掲
の
三
書
は
、
通
射
に

よ
る
識
語
や
花
押
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
筆
跡
、
付
載
さ
れ
る
識
語

の
記
載
、
端
作
の
日
付
等
か
ら
宝
永
元
年

（剛
）
時
の
通
男
筆
録
の
間

書
と
推
測
さ
れ
る
。

０

「
〔古
今
和
歌
集
聞
書
〓

（中
院
・Ⅵ
・３３
）

〔江
戸
前
・中
期
〕
写
　
八
冊

〓
古
今
和
歌
集
聞
書
〓

は
、
同
函
架
番
号
に
整
理
さ
れ
る
中
本
・横

本
計
３９
冊
の
内
の
横
本
８
冊

（他
３‐
冊
は
未
詳
の
問
書
）。
袋
綴

（紙
維
仮

綴
）。
共
紙
表
紙

（１４６
×
”
ｇ
ｏ
外
題
、
「古
聞
」
（第
一
一冊
の
み
。
他
冊
に

は
記
さ
れ
な
い
）。
内
題

「古
今
和
寄
集
　
巻
第

一
」
。
料
紙
は
椿
紙
。
墨

付
、
第

一
冊
１６
丁
、
第
二
冊
３３
丁
、
第
三
冊
η
丁
、
第
四
冊
１
葉
、
第

五
冊
３６
丁
、
第
六
冊
４６
丁
、
第
七
冊
２２
丁
、
第
八
冊
５‐
丁
。
遊
紙
、
巻

首
各
冊
無
し
、
巻
尾
第

一
冊
の
み
５
丁
、
他
冊
は
無
し
。
毎
半
葉
１０
行

前
後
。
用
字
、
漢
字
。平
仮
名
。

奥
書
類
は
記
さ
れ
な
い
が
、
第
二
冊
内
題
下
に

「賓
永
元
七
十
日
被

仰
也
」
と
付
記
さ
れ
、
通
茂
講
釈
の
問
書
と
判
明
す
る

（第
一
一冊
に
「古

聞
」
と
外
題
さ
れ
る
が
、
内
容
は
、
宗
祇
講
肖
柏
録
の
所
謂

『古
聞
』
で
は
な

い
）。
筆
録
者
は
通
射
・定
基
の
双
方
が
想
定
さ
れ
る
が
、
筆
跡
か
ら
は

通
射
か
と
推
測
さ
れ
る
。
第

一
冊
は
速
記
風
の
書
写
で
訂
正
書
入
も
多

く
草
稿
的
状
態
を
示
し
て
い
る
。
第
二
冊
は
第

一
冊
の
浄
書
で
あ
り
、

第
三
冊
以
降
と
共
に

一
具
と
な
る
が
、
八
冊
併
せ
て
も
巻

一
春
上
か
ら

巻
八
離
別
途
中
迄
の
み
の
残
閥
で
あ
る
。
本
書
を
更
に
浄
書
し
た
も
の

が
次
の
０

『
〔古
今
和
歌
集
聞
書
ビ

（中
院
・Ⅵ
・“
）
で
あ
る
。

０

「
〔古
今
和
歌
集
聞
書
〓

（中
院
・Ⅵ
・“
）

〔江
戸
前
・中
期
〕
写
　
五
冊

袋
綴
。
薄
青
色
表
紙

（１４０
×
別
ｇ
。
外
題
、
無
し
。
内
題

「古
今
和

歌
集
　
巻
第

一
」
。
料
紙
は
薄
手
の
構
紙
．
墨
付
、
第

一
冊
賜
丁
、
第
二

冊
、

１７３
丁
、
第
三
冊
２３４
丁
、
第
四
冊
１７７
丁
、
第
五
冊
晰
丁
。
遊
紙
、
巻

首
各
冊
２
丁
、
巻
尾
第

一
二
下
四
冊
各
２
丁
、
第
三

・
五
冊
各
１
丁
。

毎
半
葉
Ю
行
。
用
字
、
漢
字
・平
仮
名

。
片
仮
名
、
朱
訂
正

・
補
記
あ

り
。
識
語
は
以
下
の
通
り
。

右
古
今
集
聞
書
所
令
講
／
談

一
々
無
相
違
少
々
聞
／
誤
之
所
々
一

見
之
次
令
／
改
正
者
也

賓
永
四
年

（ｗ
）
九
月
十
三
日
　
前
内
大
臣

〔花
押
〕

花
押
は
通
茂
の
も
の
。
注
記
内
容
は
前
掲
Ｏ
Д
古
今
和
歌
集
聞
書
〓

（中
院
・Ⅵ
・３３
）
に
は
ぼ

一
致
し
、
０
に
訂
正
や
書
入
さ
れ
た
箇
所
は
本

書
に
は
そ
の
と
お
り
に
直
さ
れ
て
い
る
。
書
写
は
丁
寧
で
あ
り
、
通
茂

に
よ
る
校
閲
の
旨
を
記
す
識
語
が
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
清
書
本
的
性
格

の

一
本
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
永
四
年

（Ⅲ
）
九
月
は
通
茂
の
講
釈
の
終



了
後
二
年
を
経
て
お
り
、
そ
の
間
の
浄
書
と
思
わ
れ
る
。
誤
間
を
訂
正

し
た
と
記
さ
れ
る
通
り
、
本
文
中
に
は
朱
筆
に
よ
る
訂
正
や
補
筆
が
散

見
す
る
。
通
婦
浄
書
の
間
書
に
通
茂
が
朱
筆
で
訂
正
補
筆
し
、
加
証
奥

書
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
次
掲
の
一
書
も
宝
永
二
年

（剛
）
の
伝
授
に
関
わ
る
旨
の
記

載
を
持
ち
、
内
容
も
前
掲
ω
、
０
に
類
似
し
て
お
り
、
同
年
の
伝
授
の

間
書
と
推
察
さ
れ
る
。

０

『古
今
集
最
初
聞
書
』
（中
院
・Ⅵ
。３８
）
　
　
　
　
　
　
一
一冊

現
時
点
で
は
破
損
の
た
め
閲
覧
停
止
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
の
蔵

書
カ
ー
ド
に
は

「小
本
」
と
あ
る
。
袋
綴
。
元
来
揃
い
で
あ
っ
た
か
も

未
詳
で
あ
る
が
、
速
記
風
の
乱
雑
な
書
写
で
あ
り
、
墨
消
や
書
入
訂
正

の
跡
も
多
い
。

古
今
集
最
初
聞
書

宝
永
二
年
五
月
廿
九
日
清
書
校
正
遂
之
／
此
清
書
在
判
五
冊

と
記
す
紙
片
と
、

宝
永
二
年
五
月
二
日
御
講
談
成
就
／

［（破
損
こ

清
書
成
功
了

と
記
す
紙
片

（元
来
は
表
紙
、
或
い
は
包
み
で
あ
っ
た
か
）
を
附
属
す
る
が
、

「清
書
」
と
あ
る
の
は
本
書
を
指
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

書
写
状
態
の
乱
雑
さ
か
ら
は
、
当
座
聞
書
的
な

一
書
と
考
え
ら
れ
、

０
、
ω
に
先
立
つ
当
座
本
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
内
容
か
ら
は
、
書

写
者
は
通
窮
と
思
わ
れ
る
が
、
書
写
状
況
が
大
き
く
異
な
り
筆
跡
か
ら

の
判
断
は
保
留
し
た
い
。

通
茂
よ
り
の
古
今
伝
授
を
受
け
た
宝
永
元
年

（り

七
月
か
ら
十
年

を
経
て
、
正
徳
四
年

（
Ⅲ
）
五
月
四
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
は
、
武

者
小
路
実
陰
（寛
文
元
年
ｍ
ｌ
元
文
三
年
‐７３８
）と
共
に
霊
元
院
に
よ
る
「古

今
集
』
講
釈
を
聴
聞
し
て
い
る

（但
し
、
伝
授
は
実
陰
の
み
で
、
通
射
に
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
ら
し
」
で
次
掲
の
二
書
は
、
前
掲
書
と
同
じ
く
通
射
に

よ
る
識
語
や
花
押
は
記
さ
れ
な
い
が
、
筆
跡
と
端
作
の
日
付
と
か
ら
、

そ
の
折
の
通
用
の
手
に
な
る
聞
書
と
目
さ
れ
る
。

０

『
〔古
今
和
歌
集
講
談
座
割
正
徳
四
年
〓

（中
院
・Ⅵ
・３６
）

〔江
戸
前
。中
期
〕
写
　
一
冊

袋
綴

（紙
嵯
仮
綴
）。
共
紙
表
紙

（嘲
×
加
０
。
外
題
無
し
、
内
題

「古

今
集
講
談
血
臆
四
ご
。
料
紙
は
椿
紙
。
墨
付
２２
丁
、
遊
紙
、
巻
首
尾
各

１
丁
。
毎
半
葉
Ｈ
行
。
用
字
、
漢
字

。
平
仮
名
。
奥
書
類
は
付
さ
れ
な

い
が
通
射
自
筆
と
推
測
さ
れ
る
。

墨
付
Ｈ
丁
表
ま
で
講
釈
の
座
割
が
記
さ
れ
、
墨
付
１２
丁
表
か
ら
は
文

字
読
に
関
す
る
注
記
を
主
と
し
た

「古
今
集
』
の
間
書
と
な
る
。

例

「
〔古
今
和
歌
集
聞
書
〓

（中
院
・Ⅵ
・３５
）

〔江
戸
前
。中
期
〕
写
　
上ハ
冊

袋
綴

（紙
経
仮
綴
）。
共
紙
表
紙
（加
ｘ
嘲
０
。
外
題
、
内
題
共
に
無
し
。

料
紙
は
椿
紙
。
墨
付
、
第

一
冊
５８
丁
、
第
二
冊
５９
丁
、
第
三
冊
６２
丁
、
第

四
冊
５５
丁
、
第
五
冊
１０８
丁
、
第
六
冊
“
丁
。
遊
紙
、
巻
首
各
冊
１
丁
、
巻

尾
第

一
。
三

・
四
冊
、
無
し
、
第
二
冊
３
丁
、
第
五
冊
２
丁
、
第
六
冊

２。
丁
。
毎
半
葉
７
～
９
行
前
後
。
用
字
、
漢
字

・
平
仮
名
。
墨

。
朱
の

書
入
あ
り
。

奥
書
類
は
付
さ
れ
な
い
が
、
第

一
冊
の
墨
付
１
丁
表
右
端
に

「正
徳
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四
五
四
」
と
記
さ
れ
、
年
記
の

一
致
か
ら
霊
元
院
講
釈
の
間
書
と
判
明

す
る
。
通
男
自
筆
と
考
え
ら
れ
、
当
座
聞
書
的
な
乱
雑
な
書
写
状
態
を

留
め
て
い
る
。

な
お
、
宝
永
元
年

（り

の
霊
元
院
に
よ
る
講
釈
の
通
射
筆
録
聞
書

の
清
書
本
と
呼
べ
る
伝
本
は
見
出
せ
て
お
ら
ず
、
一九
全
な
清
書
本
が
作

成
さ
れ
た
か
否
か
も
未
詳
で
あ
る
。

＊

野
宮
定
基
は
、
第
十
七
代
・通
茂
の
二
男
と
し
て
寛
文
九
年

（蜘
）
に

生
ま
れ
る
。
母
は
権
大
納
言
野
宮
定
逸

（寛
永
十
四
年
団
―
延
宝
五
年
ｍ
）

の
娘
。
初
名
は
親
茂
。
松
堂
と
号
す
。
延
宝
五
年

（ｍ
）
叔
父
・野
宮
定

縁
の
死
去
に
よ
り
野
宮
家
の
嗣
子
と
な
り
定
基
と
改
名
。
元
禄
四
年

（醐
）
正
四
位
下
に
叙
さ
れ
、
宝
永
元
年

（剛
）
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同

二
年
（椰
）
従
三
位
、
同
七
年
正
三
位
、
正
徳
元
年
（Ⅲ
）
病
気
危
急
に

よ
り
権
中
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
同
日
売
去
、
四
十
三
オ
。

定
基
は
、
有
職
家
と
し
て
も
高
名
で
あ
り
、
生
涯
に
莫
大
な
典
籍
を

書
写
し
た
こ
と
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
ろ
∝

宝
永
元
年

（剛
）
七
月
十

日
か
ら
翌
二
年
五
月
六
日
に
か
け
、
兄
。中
院
通
帰
と
共
に
父
。中
院
通

茂
の

「古
今
集
』
講
釈
を
聴
聞
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
定
基
筆
録
の

間
書
類
は
見
出
せ
て
お
ら
ず
、
定
基
へ
の
講
釈
と
伝
授
の
実
際
は
、
通

婦
筆
録
の
間
書
を
参
照
し
つ
つ
憶
測
を
重
ね
ざ
る
を
得
な
い
が
、
識
語

を
認
め
た
典
籍
が
伝
存
し
て
お
り
、
次
掲
三
書
に
よ
り
書
写
を
巡
る
状

況
と
共
に
、
定
基
へ
の
古
今
伝
授
の
様
相
が
窺
わ
れ
る
。

『伝
心
集
』
（中
院
・Ⅵ
・
‐０８
）

右
停
心
集
切
紙
之
寄
書
朗
閣
測
場
／
ｄ
創
倒
例
刊
樹
園
利
利
剣
到

御
利
也宝

永
二
年

（剛
）
十
月
廿
日
謄
写

一
校
畢

参
議
従
三
位
行
左
近
衛
権
中
将
藤
原
定
基

耕
七

『秘
歌
註
』
（中
院
・Ⅵ
・
‐３５
）
※
内
容
は

「古
今
抄

（切
紙
ご

右

一
帖
中
載
廿
四
首
和
腎
之
停
此
事
／
御
切
昏
無
之
”
以
此

一
帖

御
停
授
也
／
以
劇
閣
御
筆
厭
写
之

宝
永
二
年

（妙

七
月
晦
日

参
議
従
三
位
行
左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
定
基
耕
七

『為
明
抄
」
（中
院
・Ⅵ
・“
）

［第

一
冊
識
語
］

古
今
和
歌
集
序
為
明
卿
抄
第

一
以
朗
劇
／
御
利
目
割
之
子
細
注
第

二
巻
奥
書
／
此
巻
以
有
御
覧
之
事
最
末
得
之
傷
／
今
日
遂
筆
功
只

恨
此
抄
閥
大
寄
所
第
廿
巻
／
及
真
名
序
而
已

宝
永
三
年

（り

十
二
月
九
日

同
日

一
校
加
朱
畢

参
議
従
三
位
行
左
近
衛
権
中
将
藤
原
朝
臣
定
基

耕
八

［第
二
冊
識
語
］
※
第
三
冊
以
下
省
略
。

右
為
明
卿
抄
以
劇
制
御
利
周
ヨ
之
凡
古
今
集
／
説
相
博
之
後
師
授

抄
物
於
弟
子
古
法
也
／
厳
閣
御
本
依
被
□
遣
慈
兄
亜
相
君
賜
／
彼

御
本
書
写
之
此
厳
閣
教
命
也

宝
永
三
年

（晰
）
八
月
廿
七
日
書
写
校
合
畢
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参
議
従
三
位
行
左
近
衛
権
中
将
藤
原

〔花
押
〕
拙
八

０

『秘
歌
註
』
（中
院
・Ⅵ
・
‐３５
）
識
語
に
は
、
「右

一
帖
中
載
廿
四
首

和
寄
之
停
此
事
御
切
昏
無
之
”
以
此

一
帖
御
体
授
也
」
と
、
こ
の

一
帖

掲
載
の
二
十
四
首
和
歌
の
伝

０
内
外
口
伝
和
歌
し
は
切
紙
に
は
記
さ
れ

な
い
の
で
此

一
帖
を
も
つ
て
伝
授
さ
れ
た
と
記
さ
れ
、
定
基
に
対
し
て

も
講
釈
だ
け
で
は
な
く
切
紙
伝
授
ま
で
も
が
な
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
ま
た
、
０
、
働
は
、
夫
々
中
院
文
庫
に
現
蔵
さ
れ
る

「伝
心
集
』
（中

院
・Ⅵ
。
‐１０
）
（内
容
は
「古
今
抄

（切
紙
）』）、
「為
明
抄
」
（中
院
・Ⅵ
・‐０‐
）
の

転
写
と
目
さ
れ

（０

『伝
心
集
』
（中
院
・Ⅵ
・
駆
）
も
、
「伝
心
集
」
（中
院
・

Ⅵ
・
Ｕ
）
と
関
係
す
る
が
、
書
写
年
代
は
幾
分
降
る
よ
う
に
見
え
、
兄
弟
本
の

可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
）、
識
語
か
ら
、
「伝
心
集
』
（＝

『古
今
抄

（切

紙
）し

は
通
茂
校
合
の

「後
十
輪
院
相
君
」
（＝
通
村
）
筆
本
を
、
他
二

書
も
夫
々
通
茂
所
持
本
を
転
写
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
Ｕ

「為

明
抄
』
（中
院
・Ⅵ
・“
）
第
二
冊
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
転
写
作

業
は
、
「古
今
集
」
の
説
を
相
伝
し
た
後
に
抄
物

（『古
今
集
』
の
抄
物
）

を
弟
子
に
授
け
る
習
い
に
従
い
作
成
さ
れ
た
ら
し
く
、
「古
今
集
』
講

釈
が
行
わ
れ
、
切
紙
が
授
け
ら
れ
、
典
籍
の
書
写
相
伝
ま
で
も
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
れ
ら
三
書
が
、
野
宮
家
で
は
な
く
中
院

家
に
伝
来
し
た
理
由
は
未
詳
で
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
講
釈
と
併
せ

て
、
歴
代
に
相
伝
さ
れ
た
典
籍
類
を
重
視
し
伝
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ

よ
％ヽ
∝

お
わ
り
に

』

舞

誕

藤

籠

懇

ぼ
誠

篠

賛

散
逸
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
通
茂
・通
窮
以
降
の
中

院
家
に
お
い
て
、
『古
今
集
』
注
釈
に
関
わ
る
典
籍
を
克
集
し
、
蔵
書
を

拡
充
し
つ
つ
相
伝
す
る
と
い
っ
た
志
向
が
失
わ
れ
、
相
伝
さ
れ
た
典
籍

の
み
を
伝
え
大
正
期
に
至
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（古
今
伝
授
自
体
の
形

骸
化
、
衰
退
と
も
関
わ
ろ
う
）
が
、
そ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
院
家

記
録

。
文
書
の
精
読
を
併
せ
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

小
稿
で
は
、
一京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
中
院
家
旧
蔵
の

典
籍
類
の
う
ち

「中
院
文
庫
」
と
し
て
整
理
さ
れ
る
典
籍
中
の

「古
今

集
」
注
釈
に
関
わ
る
資
料
に
つ
き
、
そ
の

一
部
の
基
礎
的
検
討
を
行
っ

た
。
述
べ
来

っ
た
概
要
を
改
め
て
経
め
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
現
存
の
中
院
文
庫
資
料
は
、
通
勝
以
降
伝
来
の
古
今
伝
授
箱
に
収

め
ら
れ
て
い
た
諸
書
と
通
茂
時
代
に
収
集
さ
れ
た
古
注

・
旧
注
類
、

及
び
通
茂

。通
射
の
間
書
を
も

っ
て
約
三
分
の

一
強
が
構
成
さ
れ
て

い
る
。

二
、
通
茂
の
著
録
は
、
寛
文
四
年

（血
）
の
後
水
尾
院
に
よ
る
講
釈
の

日
次
記
録
と
聞
書

（当
座
本
。中
書
本
）
が
伝
存
し
、
更
に
、
聞
書
に

基
づ
き
派
生
し
た
と
目
さ
れ
る
注
釈
書
も
伝
わ
る
。

〓
一、
古
注

。
旧
注
類
の
幾
ら
か
は
、
後
水
尾
院
に
よ
る
古
今
伝
授
を
経

た
寛
文
四
年

（圏
）
以
降
に
通
茂
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
て
お
り
、
恐
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ら
く
、
通
茂
自
身
に
よ
り
、
伝
来
の
注
釈
書
と
克
集
し
た
古
注

・
旧

注
類
に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
を
抜
粋
し
私
案
を
付
す
形
で
の
諸
注
集
成

が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

四
、
通
茂
は
、
そ
の
息
通
射
、
野
宮
定
基
に

『古
今
集
』
の
講
釈
と
伝

授
を
行

っ
て
お
り
、
中
院
文
庫
に
は
、
そ
の
折
の
通
婦
聞
書
と
霊
元

院
講
釈
の
際
の
通
男
恒
聞
書
と
が
伝
存
す
る
。
ま
た
、
伝
授
に
際
し

蔵
書
の

一
部
を
野
官
定
基
に
転
写
さ
せ
て
い
る
。

識
語
の
付
さ
れ
な
い
数
種
の
宗
祇
～
三
条
西
家
系
の
注
釈
書
類
、
後

水
尾
院
講
通
茂
録
の
間
書
類
、
通
茂
講
通
射
録
の
間
書
類
、
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
追

っ
て
稿
を
改
め
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
未
詳
と
し
て

後
考
に
侯
つ
部
分
も
多
く
、
失
考
も
少
な
く
な
い
こ
と
と
憂
慮
す
る
次

第
で
あ
る
。
追
補
、
訂
正
を
期
し
大
方
の
御
批
正
を
賜
り
た
い
。

注（１
）
岩
橋
小
弥
太
氏
『中
院
家
寄
託
寄
書
目
録
』
（京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
・

（４９
・
ナ
・
９
》

跛
文
に
当
時
の
状
況
に
触
れ
る
部
分
が
あ
る
。
な
お
、
同

跛
文
は
、
武
井
和
人
氏

「
一
条
家
古
典
学
を
支
へ
た
古
典
籍
―

一
条
家
の
蔵

書
―
」
（
中
世
古
典
学
の
書
誌
学
的
研
究
』
（勉
誠
出
版
平
Ｈ
・
１
》

の
注

１
に
翻
刻
さ
れ
る
。

（２
）
『古
今
集
』
古
注
釈
に
限
っ
て
見
て
も
、
片
桐
洋

一
氏
『中
世
古
今
集
注
釈

書
解
題

一
～
ユ全

（赤
尾
照
文
堂
昭
“
・
１０
～
昭
ω
・
６
）
は
、
中
院
文
庫
所

蔵
の
「古
今
集
』
注
釈
書
に
つ
い
て
も
紙
幅
を
さ
き
検
討
を
加
え
て
お
り
、
中

周
子
氏
「京
都
大
学
図
書
館
本
『古
今
集
為
明
抄
』
の
成
立
と
そ
の
性
格
員
和

歌
文
学
研
究
“
昭
５７
・
７
）、
注

（４
）
（２３
）
（Ｚ
）
に
記
し
た
諸
論
等
の
先

行
研
究
が
あ
る
。

（３
）
早
く
に
、
横
井
金
男
氏

『古
今
伝
授
の
史
的
研
究
」
（臨
川
書
店

昭
５５
・

２
）
に
幾
ら
か
の
資
料
が
紹
介
さ
れ
、
近
時
、
日
下
幸
男
氏

『近
世
初
期
聖

護
院
門
跡
の
文
事
―
付
旧
蔵
書
目
録
―
』
（私
家
版

平
４
・
Ｈ
）
に
同
文
庫
資

料
を
も
援
用
し
た
検
討
が
あ
る
。

（４
）
田
村
緑
氏

「含
」
ま
な
め
て

。
こ
ま
な
へ
て
〉
考
―
伝
授
説
を
め
ぐ
っ
て

―
」
（国
語
国
文
５５
１
８
昭
６‐
．８
）、
浅
見
緑
氏

「古
今
和
歌
集
の
享
受
に
お

け
る
文
保
二
年
為
定
本
―
勘
物
の
異
同
を
て
が
か
り
に
―
員
『講
座

平
安
文

学
論
究
第
十
輯
」
風
間
書
房

平
６
・
１２
）
等
の
浅
見

（田
村
）
緑
氏
の

一
連

の
論
考
は
中
院
文
庫
資
料
の
読
解
に
基
づ
く
最
新
の
成
果
と
い
え
る
。

（５
）
注

（１
）
に
記
し
た
武
井
和
人
氏
論
考
は
、
一
条
家
古
典
学
の
検
討
に
際

し
、
古
典
学
を
支
え
る
知
的
基
盤
と
し
て
の
相
伝
の
古
典
籍
に
ま
で
検
討
の

対
象
を
広
げ
て
お
り
、
著
述
に
対
す
る
蔵
書
の
働
き
を
具
体
的
に
描
き
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
日
下
幸
男
氏
「柳
沢
文
庫
の
蔵
書
と
古
今
伝
授
の
関
係
矢
研

修
余
滴
３８
平
６
・
１２
）
は
、
古
今
伝
授
に
関
わ
る
蒐
書
の
実
際
に
言
及
し
て

い
る
。
な
お
、
平
林
盛
得
氏

「後
西
天
皇
収
書
の
周
辺
」
貧
近
代
文
書
学
ヘ

の
展
開
』
柏
書
房

昭
６０
．
６
）
、
田
島
公
氏

「禁
裏
文
庫
の
変
遷
と
東
山
御
文

庫
の
蔵
書
―
古
代

。
中
世
の
古
典
籍

・
古
記
録
研
究
の
た
め
に
―
」
貧
日
本

社
会
の
史
的
構
造
穴
思
文
閣
出
版

平
９
・５
）
は
当
時
の
蒐
書
に
も
ふ
れ
る
。

（６
）
箇
々
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏

『中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝

期

（改
訂
新
版
と

（明
治
書
院

平
２

・
９
）
、
同
氏

『同
室
町
前
期

（改
訂

新
版
と

（風
間
書
房

昭
５９
・
６
）
、
同
氏

『同
室
町
後
期

（改
訂
新
版
と

（明

治
書
院

平
３

・
３
）
参
照
。

（７
）
注
（３
）
に
記
し
た
横
井
金
男
氏
の
著
書
口
絵
に
、
幽
斎
か
ら
通
勝
へ
の
伝

授
証
明
状
の
写
真
が
付
さ
れ
る
。
同
状
も
中
院
家
旧
蔵
、京
都
大
学
総
合
博
物

館
中
院
文
書
所
蔵
の
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
井
上
宗
雄
氏

「也
足
軒

・中
院
通
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勝
の
生
涯
」
（国
語
国
文
“
１
１２
昭
お
。１２
）
参
照
。

（８
）
日
下
幸
男
氏
「中
院
通
村
の
古
典
注
釈
」
（み
を
つ
く
し
１
昭
５８
・
Ｈ
）
参

昭
場

（９
）
大
谷
俊
太
氏

「中
院
通
村
の
百
人

一
首
講
釈
に
つ
い
て
」
（和
歌
文
学
会

第
“
回
大
会
平
１０
・
Ю
）
発
表
資
料
、
及
び
、
同
氏

「中
院
通
村
講

・
近
衛

尚
嗣
記

『百
人

一
首
講
尺
聞
書
」
考
説

（上
と

（叙
説
２６
平
Ю
・
１２
）ｏ

（１０
）
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『実
条
公
遺
稿
』
（柳
・３‐３
）
は
ヽ
三
条
西
実
条
の
蔵
書

リ
ス
ト
の
一
部
と
思
わ
れ
る
典
籍
の
列
挙
を
含
む
。
中
に
、
「中
院
也
足
二
借

分
」
と
し
て
中
院
通
勝
へ
の
貸
出
書
籍
の
書
目
も
あ
る
が
、
「古
今
集
』
古
注

釈
書
に
つ
い
て
は
「古
今
抄
〈
一
冊
歎
伝
心
卜
云
こ
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ

り
、
他
家
へ
の
貸
出
分
を
含
め
て
も
全
体
に
亘
り
極
僅
か
の
書
名
し
か
記
さ

れ
な
い
。
な
お
、
同
書
に
つ
い
て
は
、
武
井
和
人
氏

「三
条
西
家
古
今
学
沿

革
資
料
襟
攻
―
実
隆
・公
条
・実
枝
―
」
０
中
世
和
歌
の
文
献
学
的
研
究
』
笠

間
書
院
平
元

・
７
）
参
照
。

（Ｈ
）
中
院
文
庫
に
は
、
「中
院
家
蔵
書
目
留
』
（中
院
・Ⅲ
・１０
）
四
冊
、
「和
漢

之
書
籍
目
六
」
（中
院
・Ⅲ
・３４
）
一
冊
が
所
蔵
さ
れ
る
が
、
前
者
は

「文
化
二

年

（剛
ご

の
、
後
者
は

「嘉
永
三
年

（圃
）
夏
」
の
記
載
が
あ
り
、
何
れ
も

江
戸
後
期
以
降
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
。
ま
た
、
注

（１
）
記
載
の
目
録
は
、
寄

託
時
の
京
都
大
学
で
の
調
査
を
纏
め
た
も
の
で
あ
り
、
大
正
十
三
年
の
作
成

で
あ
る
。
な
お
、
誓
状
類
は
、
小
稿
に
検
討
の
対
象
と
し
た
「中
院
文
庫
」
で

は
な
く
、
他
の
文
書
類
と
併
せ

「中
院
文
書
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
る
。

（‐２
）
『古
秘
抄
」
と
も
称
さ
れ
る
宗
祇
流
の
切
紙
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
が
、
「京

都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
囀
古
今
切
紙
集
官
内
庁
書
陵
部
蔵
穴
臨
川
書
店
昭

５８
・
Ｈ
）
に
、
陽
明
文
庫
蔵
本
が
、
新
井
栄
蔵
氏

「影
印
陽
明
文
庫
蔵
古
秘

抄
別
本
」
（叙
説
４
昭
５４
・
‐０
）
に
影
印
さ
れ
る
。
な
お
、
新
井
栄
蔵
氏

「
古

秘
抄
別
本
」
の
諸
本
と
そ
の
三
木
三
鳥
の
伝
と
に
つ
い
て
」
（和
歌
文
学
研
究

３６
昭
平

２

参
照
。

（
‐３
）
但
し
、
通
勝
・通
村
・通
純
の
書
写
に
か
か
る
と
推
察
さ
れ
る
典
籍
は
幾
ら

か
伝
わ
っ
て
お
り
、
誓
状
等
も

「中
院
文
書
」
と
し
て
伝
来
す
る
。

（
‐４
）
注

（
Ｈ
）
に
記
し
た
蔵
書
目
録
に
も
伝
来
等
は
記
さ
れ
な
い
。

（
‐５
）
こ
れ
ら
の
講
釈
に
つ
い
て
は
、
横
井
金
男
氏
注

（３
）
掲
載
書
所
収

「御

所
伝
授

（智
仁
親
王

。
後
水
尾
院
ご

（第
二
篇
第
八
章
）
、
熊
谷
武
至
氏

「東

海
学
園
国
文
叢
書
７
近
世
和
歌
書
誌
側
補
」
（私
家
版

昭
５‐
．
１０
）
、
小
高
道
子

氏

「御
所
伝
授
の
成
立
と
展
開
」
η
近
世
堂
上
和
歌
論
集
』
明
治
書
院

平
元
・

４
）
、
鈴
木
健

一
氏

『近
世
堂
上
歌
壇
の
研
究
」
（汲
古
書
院

平
８

・
Ｈ
）
所

収

「中
院
家
の
人
々
」
（第

一
章

第

一
節

四
）
参
照
。
な
お
、
後
水
尾
院
の

主
催
し
た
学
問
講
に
つ
い
て
は
、
本
田
慧
子
氏

「後
水
尾
院
の
禁
中
御
学
問

講
」
（書
陵
部
紀
要
”
昭
５３

・
３
）
参
照
。

（
‐６
）
万
治
御
点
の
実
態
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
上
野
洋
三
氏

『近
世
宮
廷
の
和

歌
訓
練

『万
治
御
点
」
を
読
む
』
（臨
川
書
店

平
Ｈ
・
６
）
に
詳
細
で
あ
り
、
古

今
伝
授
に
つ
い
て
も
新
見
が
述
べ
ら
れ
る
。

（
‐７
）
注

（１
）
に
記
し
た
岩
橋
氏
作
成
の
『目
録
」
に
も

で
ヽヽ
ノ
」
（＝
美
濃
本
）

の
記
載
が
あ
る
。
以
下
、
原
本
閲
覧
不
能
の
場
合
は
、
同
カ
ー
ド
と
共
に
岩
橋

氏
の

『目
録
」
を
参
照
し
記
す
。

（
‐８
）
高
梨
素
子
氏

『烏
丸
資
慶
集

下
』
（古
典
文
庫

平
３
・
１２
）
所
収
の
解
説

に
既
に
指
摘
が
あ
り
、
年
譜
を
追
っ
た
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。

（
‐９
）
同
時
に
、
烏
丸
家
の
伝
授
箱
も
進
上
さ
れ
て
い
る
。
「古
今
伝
受
日
記
』
（中

院
・Ⅵ
・５９
）
二
月
十
日
条
に

「古
今
御
抄
先
年
焼
失
之
間
、
御
覧
合
度
之
間

可
進
上
歎
」
、
同
十

一
日
条
に

「我
ら
へ
は
抄
物
焼
失
之
間
、
可
進
上
之
由
仰

也
」
、
同
十
五
日
条
に

「法
皇
仰
、
官
庫
之
文
書
等
焼
失
」
と
あ
り
、
後
水
尾

院
所
持
の
抄
物
が
焼
失
し
た
故
の
処
置
で
あ
っ
た
。
な
お
、
注

（
１８
）
に
記

し
た
高
梨
氏
論
考
参
照
。

- 65-



（
２０
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
中
院
文
庫
本

【
古
今
集
講
談
座
割
】

（中
院
・

Ⅵ
．３７
）
に
よ
る
。

（２‐
）
「古
今
集
講
談
座
割
」
の
呼
称
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
の
登
録
名
。
「百

人

一
首
』
講
釈
の
座
割
を
も
含
む
が
、
今
は
登
録
に
従
い
記
す
。

（
２２
）
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『古
今
集
聞
書
留
』
（
飾
・Ш
）
六
冊
、
「古
今
集
聞
書
』

（筋
・鰤
）
二
冊
。
な
お
、
既
に
、
注

（４
）
に
記
し
た
田
村
氏
の
論
考
に
指

摘
が
あ
る
。

（
２３
）
先
行
の
研
究
と
し
て
、
遠
藤
邦
基
氏

「
「中
院
本
古
今
開
書
』
の
振
り
漢

字
―
そ
の
示
す
ア
ク
セ
ン
ト
の
性
格
に
つ
い
て
―
六
人
間
文
化
研
究
科
年
報

７
平
４
・
３
）
、
森
山
由
紀
子
氏

「中
院
通
茂

『古
今
闘
書
』
の
ゴ
マ
点
注
記

―
再
構
さ
れ
る
音
調
と
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
と
し
て
の
性
格
―
員
国
語
国
文
６２

１
８
平
５
・
８
）
、
同
氏

「後
水
尾
院
と
側
近
の
音
調
観
と
音
調
注
記
―
中
院

通
茂

『古
今
聞
書
』
の
背
景
―
」
（叙
説
２。
平
５
ｏ
ｌ２
）
が
あ
る
。
主
と
し
て

国
語
学
的
視
点
か
ら
の
論
述
で
あ
る
が
、
「文
字
読
」
に
関
わ
る
伝
授
の
実
際

に
及
ぶ
部
分
も
あ
る
。

（Ｚ
）
坂
本
清
恵
氏

「中
院
通
茂
の
声
点
注
記
―
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『古

今
和
歌
集
聞
書
』
を
中
心
に
１
」
（国
語
国
文
“
１
２
平
７
・
２
）
に
検
討
が

あ
る
。

（２５
）
天
和
三
年

（
邸
）
の
古
今
伝
授
に
つ
い
て
は
、
近
衛
基
熙
の
日
記
が
伝
存
じ

て
お
り
、
そ
の
次
第
が
知
ら
れ
る
。
新
井
栄
蔵
氏

「影
印

陽
明
文
庫
蔵
近
衛

基
熙

『伝
授
日
記
ヒ

（叙
説
９
昭
５９
。
Ю
）、
注

（４
）
に
記
し
た
田
村
氏
論

言

。

（２６
）
石
神
秀
美
氏
ヨ
一条
西
実
隆
筆
古
今
集
聞
書
に
つ
い
て
―
古
今
伝
授
以
前
の

実
隆
―
」
會
一田
国
文
１
昭
５８
・
１
）、
注

（１０
）
に
記
し
た
武
井
和
人
氏
論

考
に
報
告
・検
討
さ
れ
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『古
今
集
聞
書
』
（日
・５‐
）
等
の

実
隆
の
開
書
か
と
さ
れ
た
諸
書
。
「古
今
集
古
注
釈
書
集
成
伝
心
抄
』
（笠
間
書

院
平
８
・
２
）
所
収
の
石
神
氏
の
解
題
で
は

「
Ｔ
一条
西
家
本
聞
書
集
成
ビ

と
位
置
付
け
が
変
化
し
て
い
る
。
「茎
只
大
学
国
語
研
究
室
資
料
義
書
９
古
今
和

歌
集
注
抄
出

・古
今
和
歌
集
開
書
」
（汲
古
書
院

昭
ω
。
９
）
に

一
部
の
影
印

が
あ
る
。

（
η
）
勿
論
、
寛
文
年
間
に
行
わ
れ
た
他
の
講
釈
の
間
書
で
あ
る
可
能
性
や
、
寛

文
の
注
記
自
体
が
何
ら
か
の
誤
解
で
あ
り
、
寛
文
の
講
釈
と
は
直
接
関
連
し

な
い
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
残
る
が
、
注
記
内
容
自
体
の
類
似
性
は
否
定
で

き
な
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
し
た
い
。
な
お
、
注

（
１０
）
に
記
し

た
武
井
氏
論
考
に
本
書
と

『伝
心
抄
』
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
寛
文
四

年
の
講
釈
自
体

『伝
心
抄
』
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
類
似

と
考
え
ら
れ
る
。

（
２８
）
例
え
ば
、
三
条
西
実
隆
講
同
公
条
録

『伊
勢
物
語
逍
談
称
聴
」
に

コ
ホ
祇

も
は
じ
め
つ
か
た
は
古
注
を
ま
じ
へ
て
よ
み
た
り
。」
「東
常
縁
は
、
さ
し
た

る
人
に
て
も
な
き
人
に
は
以
古
注
よ
む
。
よ
き
門
弟
に
は
本
式
に
よ
む
と

云
々
。」
（片
仮
名
本
文
を
平
仮
名
に
改
め
た
。
ま
た
、
後
者
の
言
は

『
〔後
水

尾
院
〕
伊
勢
物
語
御
抄
』
に
も
同
文
の
引
用
が
あ
る
）
と
あ
る
よ
う
な
、
初

学
入
門
的
な
理
解
の
た
め
に
参
照
さ
れ
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
”
）
０
の
花
押
は
、
他
と
は
多
少
形
を
異
に
す
る
が
、
通
茂
の
も
の
と
見
て
良

い
で
あ
ろ
う
。

（
３。
）
寛
文
十
三
年

（
団
）
徊
ョ
翻
翻
瀾
「
（前
権
大
納
言
）
・
“
才
。
貞
享
二
年

（
邸
）
コ
コ
側
散
位

（前
権
大
納
言
）
・
５５
才
。
元
禄
十
三
年

（
Ⅷ
）
正
三
位

散
位

（訓
濶
月
潮
冒
）
・
η
才
。

（３‐
）
例
え
ば
、姫
路
榊
原
家
蔵
書
と
島
原
松
平
家
蔵
書
と
の
関
係
の
よ
う
に

一
方

か
ら
他
方
へ
の
纏
っ
た
転
写
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

（３２
）
通
茂
の
筆
跡
の
特
徴
を
示
す
書
風
で
書
写
さ
れ
る
が
、
通
茂
の
筆
跡
自
体
、

通
窮
や
野
官
定
基
と
も
幾
分
類
似
し
て
お
り
、次
掲
の
三
書
が
、
通
茂
で
は
な

―

“
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く
、
通
窮
、
或
い
は
野
官
定
基
の
書
写
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
通
茂
の
子
息

（通

男
、
野
官
定
基
）
に
よ
つ
て
通
茂
の
蒐
集
し
た
典
籍
を
用
い
た
『古
今
集
』
の

注
解
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
が
、
後
述
す
る
伝
授
か
ら

考
え
て
も
不
自
然
な
面
は
残
り
、
現
時
点
で
は
通
茂
筆
と
し
て
扱
う
こ
と
と

し
た
い
。
な
お
、
注

（１
）
に
記
し
た
岩
橋
氏

『目
録
』
に
も
筆
者
は

「通

茂
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
同
氏
も
通
茂
筆
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（３３
）
注

（１
）
に
記
し
た
岩
橋
氏

『目
録
」
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。

（勢
）
黒
田
一
仁
・高
橋
道
子
・武
井
和
人
・
ル
イ
ス
・
ク
ッ
ク
氏
コ
ぶ
都
大
学
附

属
図
書
館
中
院
文
庫
蔵
『古
今
集
序
注
」―
解
題
と
翻
刻
―
宍
埼
玉
大
学
紀
要

（人
文
科
学
篇
）
３７
昭
６３
・
Ｈ
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
同
論
考
の
な

か
で
、
「
明
疑
抄
』
は
片
桐
洋

一
氏
翻
刻
の
も
の
（稿
者
注
…
中
院
・Ⅵ
・館
）

と

一
致
す
る
部
分
が
少
な
く
、
少
し
く
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
の

は
誤
解
で
あ
り
、
「明
抄
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
の
は

「明
疑
抄
」
で
は
な
く

知
瑚
碑
魏
高
詳
獅
理卜
疑
赫
埼
蠣
鴛
闘
御△で

抄
」
の
意
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。
な
お
、
注

（
Ю
）
に
記

し
た
武
井
和
人
氏
の
論
考
は
同
書
に
引
用
さ
れ
る
三
条
西
説
の
検
討
に
及
ん

で
い
る
。

（
３５
）
注

（１
）
に
記
し
た
岩
橋
氏
の

『目
録
』
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。

（
３６
）
後
述
の
通
鶏
に
よ
る
聞
書
に
は
、
通
茂
か
ら
通
窮

へ
の
講
釈
に
お
い
て
、

通
茂
の
蒐
集
に
か
か
る
諸
書
が
参
照
さ
れ
講
釈
さ
れ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
部

分
も
存
す
る
。

（３７
）
注

（１
）
に
記
し
た
岩
橋
氏
の

「目
録
』
に
既
に
指
摘
が
あ
る
。

（
３８
）鈴
木
淳
氏
「武
者
小
路
家
の
人
々
―
実
陰
を
中
心
に
１
員
『近
世
堂
上
和
歌

論
集
』
明
治
書
院

平
元

・
４
）
に
、
「光
栄
卿
記
』
正
徳
四
年

（
‐７‐４
）
五
月
三

十
日
条
に
、

従
去
四
日
至
今
日
法
皇
御
伝
授
古
今
説
於
実
陰
卿

〈
自
四
日
至
廿
八
日
御

講
尺
無

一
日
之
間
断
、
従
廿
八
日
至
今
日
御
伝
／
授
相
済
云
々
。
中
院
通

期
卿
御
講
尺
聴
間
、
於
御
伝
授
者
無
之
云
々
〉。

と
の
記
事
が
載
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
３９
）姫
野
敦
子
氏
喜
昼
示
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
野
宮
本
『明
月
記
』
に
つ
い
て
」

（明
月
記
研
究
２
平
９
・
Ｈ
）
は
、
中
院
通
茂
、
同
通
窮
周
辺
で
野
宮
定
基
が

書
写
し
た

「明
月
記
』
に
つ
い
て
紹
介
し
、
識
語
を
引
用
す
る
。
ま
た
、
「定

基
卿
記
」
宝
永
元
年

（剛
）
八
月
二
日
～
十

一
日
条
の
記
事
を
引
用
し
、
「明

月
記
』
の
転
写
に
あ
た
り
定
基
が
通
窮
の
書
写
補
助
を
し
て
い
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
。

（“
）
実
際
、
前
掲
三
書
は
、
共
に
同
一
模
様
の
表
紙
を
用
い
た
同
形
の
桝
形
本

に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、揃
い
の
一
具
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
中
院
家
に
は
古
今
伝
授
に
関
わ
る
書
類
を
収
納
し
、
非
常
時
に
は
持

ち
出
し
避
難
さ
せ
る
た
め
の
笈
も
伝
わ
っ
て
い
る
含
国
史
大
辞
典
』
に
写
真

が
載
る
）。

（４‐
）
尤
も
、
蒐
集
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
指
向
に
個
人
差
が
認
め
ら

れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
村

一
紀
氏

「鷹
司
家
文
庫
の
書
誌
的

研
究
」
（書
陵
部
紀
要
“
平
５
・
３
）
に
は
、
鷹
司
家
で
は
、
政
通

（寛
政
元

年
”
―
明
治
元
年
圏
）、
輔
熙

（文
化
四
年
師
―
明
治
十
一
年
椰
）
に
よ
る
克

集
・書
写
が
現
存
の
廃
司
本
の
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

［付
記
］
末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
典
籍
の
閲
覧
を
御
許
可
頂
き
、
御
世
話
下
さ
い

ま
し
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（う
ん
の
。け
い
す
け
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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